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C O N T E N T S

200社を超える県内の中古車ディー
ラーが加盟し、中古車販売のオークショ
ン事業などを行う組合に入り、この10
月で2年目になる鈴木さん。担当は、名
義変更やナンバープレートの封印の取
り扱い、回送運行に関する手続きなどの
登録業務全般。
「モットーはいつでもえがお！電話で
顔が見えなくてもえがおで対応するよ
うに心がけています」。その言葉のとお
り、ムードメーカー的存在で周囲を明る
くしてくれると上司からのお言葉も。
「車が大好きなので毎日楽しく仕事
をさせていただいています」。トヨタ・カ
ローラレビン、通称86（ハチロク）に憧
れを抱いたのが車好きになるきっかけ。
「組合に入る前に就いた仕事は、ガソリ
ンスタンドのアルバイトやバスガイド、
中古車販売店や自動車部品メーカー…
私と車は切っても切り離せません！」。
プライベートでは、高校3年生の男の

子と中学1年生の女の子のよき母。
「休みの日は、娘のソフトボールの練
習に参加しています。玉拾いもしたりす
るんですよ」そんなことを言いながら
も、やさしいお母さんのえがおになって
いました。

鈴木美季さん

静岡県中古自動車販売商工組合
（静岡市葵区）

＊資源保護のため再生紙を使用しています。

ネットワーク 平成22年度 しずおか葵プレミアム大募集　ほか

視点･指導員の
現場から 若年者の雇用支援策の展望

特　集 中小企業とソーシャルビジネス 2
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新設組合･
読者プラザ

BBF協同組合	 川﨑修司	理事長
静岡県東部青年中央会	 副会長	大胡田征宏 24
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22
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中小企業とソーシャルビジネス
わが国では、急速に進む少子高齢化、人口の都市部への集中、ライフスタイルや就労環境の変化などにより、高齢
者介護、子育て、まちづくり･まちおこし、環境保護、生活格差などの様々な社会的課題が顕在化しつつある。
こうした社会的課題を解決する担い手として、近年、注目されているのが、市民自らが当事者意識を持ち、ビジネ
スとして積極的に事業性を確保しつつ、問題を解決しようとする｢ソーシャルビジネス｣である。
本会では、昨年度ソーシャルビジネスの実態や組織のあり方などを明らかにしようと、県内外の先進事例調査や県
内事業所に対するアンケート調査を実施した。
特集では、その調査結果をもとに、県内で活動する組織の実態や課題、展望、さらにはソーシャルビジネスの受け
皿として脚光を浴びる企業組合の活用などを紹介する。

ソ
ー
シ
ャ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
と
は

経
済
産
業
省
で
は
、昨
年（
二
〇
〇
九
年
）、地
域

で
社
会
的
課
題
を
解
決
し
、安
定
的
・
継
続
的
な
雇

用
を
創
出
す
る
全
国
の
ソ
ー
シ
ャ
ル
ビ
ジ
ネ
ス

五
五
の
事
例
を「
ソ
ー
シ
ャ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
五
五
選
」

と
し
て
発
表
し
た
。

こ
の
中
で
、ソ
ー
シ
ャ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
を「
町
お
こ

し
・
村
お
こ
し
、少
子
高
齢
化
、環
境
、貧
困
問
題
と

い
っ
た
社
会
的
課
題
を
ビ
ジ
ネ
ス
と
し
て
事
業
性

を
確
保
し
な
が
ら
、自
ら
解
決
し
よ
う
と
す
る
活

動
」と
定
義
。選
定
事
例
と
し
て
、次
の
四
分
野
を

挙
げ
て
い
る
。

①
ま
ち
づ
く
り
・
観
光
・
農
業
体
験
等
の
分
野
で
地

域
活
性
化
の
た
め
の
人
づ
く
り
・
仕
組
み
づ
く

り
に
取
り
組
む
も
の

②
子
育
て
支
援
・
高
齢
者
対
策
等
の
地
域
住
民
が

抱
え
る
課
題
に
取
り
組
む
も
の

③
環
境
・
健
康
・
就
労
等
の
分
野
で
社
会
の
仕
組
み

づ
く
り
に
貢
献
す
る
も
の

④
社
会
企
業
家
の
育
成
、創
業
・
経
営
の
支
援
に
取

り
組
む
も
の

ま
た
、経
済
産
業
省
が
立
ち
上
げ
た
ソ
ー
シ
ャ

ル
ビ
ジ
ネ
ス
研
究
会
で
は
、社
会
的
企
業
が
備
え

る
べ
き
三
つ
の
基
本
要
件（
①
社
会
性
②
事
業
性

③
革
新
性
）を
満
た
す
事
業
と
定
義
し
て
い
る
。

「
社
会
性
」と
は
、社
会
的
課
題
に
取
り
組
む
こ

と
を
事
業
活
動
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン（
使
命
）と
す
る
こ

と
、「
事
業
性
」と
は
、社
会
性
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン（
使

命
）を
ビ
ジ
ネ
ス
の
形
に
表
し
、継
続
的
に
事
業
活

動
を
進
め
て
い
く
こ
と
、「
革
新
性
」は
、新
し
い
社

会
的
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
や
、そ
れ
を
提
供
す
る
た
め

の
仕
組
み
を
開
発
し
、そ
の
活
動
が
社
会
に
広
が

る
こ
と
を
通
し
て
、新
し
い
社
会
的
価
値
を
創
出

す
る
こ
と
で
あ
る
。

つ
ま
り
、ソ
ー
シ
ャ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
と
は
、社
会
的

課
題
に
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を
持
っ
て
解
決
し
て
い

く
事
業
で
、明
確
な
活
動
ミ
ッ
シ
ョ
ン（
使
命
）を

も
ち
、そ
の
実
現
の
た
め
に
、新
し
い
商
品
・
サ
ー

ビ
ス
や
仕
組
み
を
開
発（
革
新
性
）し
て
い
く
事
業

で
あ
る
。

こ
う
し
た
ソ
ー
シ
ャ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
の
要
件
を
踏

ま
え
る
と
、こ
の
活
動
の
担
い
手
と
し
て
は
、次
の

主
体
が
考
え
ら
れ
る
。

特集

低

低

高

高

一般企業

中間
組織

社会志向型
企業

慈善型NPO

事業型NPO

事業性

社
会
性

ソーシャルビジネス

「ソーシャルビジネスの担い手」図
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ソ
ー
シ
ャ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
が　
　
　
　

　
　
　
　
　

 

注
目
さ
れ
て
い
る
背
景

次
に
わ
が
国
で
ソ
ー
シ
ャ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
が
必
要

と
さ
れ
る
背
景
を
、六
つ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
か
ら
見

て
い
く
。

①
少
子
高
齢
化
社
会

わ
が
国
で
は「
高
齢
者
」層
が
か
つ
て
な
い
勢
い

で
増
え
て
い
る
。こ
れ
は
今
後
、高
齢
者
層
に
関
わ

る
ビ
ジ
ネ
ス
の
ニ
ー
ズ
が
、こ
れ
ま
で
以
上
に
出

て
く
る
こ
と
を
意
味
す
る
。

な
お「
高
齢
者
層
に
関
わ
る
ビ
ジ
ネ
ス
」に
は
、

高
齢
者
が
ビ
ジ
ネ
ス
活
動
の
主
体
者
と
い
う
面
と

ビ
ジ
ネ
ス
の
受
益
者
と
い
う
二
つ
の
側
面
が
あ
る

こ
と
に
留
意
す
る
こ
と
が
必
要
だ
。

②
労
働
の
多
様
化

わ
が
国
の
職
業
観
は
、か
つ
て
の
よ
う
に
固
定

的
、単
一
的
で
は
な
く
な
っ
て
き
て
お
り
、働
き
方

も
、フ
ル
タ
イ
ム
／
パ
ー
ト
タ
イ
ム
、雇
用
関
係
も
正

規・非
正
規・
派
遣
労
働
等
多
様
性
を
増
し
て
い
る
。

家
族
の
あ
り
方
も
変
化
し
、介
護
や
育
児
、清

掃
、配
食
な
ど
、一
般
的
家
事
を
外
部
に
委
託
す
る

動
き
も
活
発
に
な
っ
て
い
る
。

③
雇
用
の
格
差

雇
用
者
の
三
分
の
一
以
上
を
非
正
規
雇
用
者
が

占
め
る
中
、労
働
環
境
や
雇
用
条
件
な
ど
、正
規
・

非
正
規
労
働
者
の
格
差
が
顕
著
と
な
り
つ
つ
あ

る
。こ
う
し
た
非
正
規
雇
用
者
を
サ
ポ
ー
ト
す
る

た
め
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
設
立
も
増
加
し
て
い
る
。

④
経
済
不
況

二
〇
年
近
く
に
わ
た
る
経
済
不
況
な
ど
を
背
景

に
、雇
用
情
勢
に
明
る
さ
が
見
ら
れ
な
い
中
、注
目

さ
れ
る
の
が
ソ
ー
シ
ャ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
に
携
わ
る
組
織

体
。社
会
的
課
題
を
解
決
す
る
ビ
ジ
ネ
ス
と
し
て
、

ま
た
地
域
に
お
け
る
安
定
的
か
つ
継
続
的
な
雇
用

創
出
の
受
け
皿
と
し
て
期
待
が
高
ま
っ
て
い
る
。

⑤
地
域
社
会
の
変
容

退
職
後
の
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
が
自
宅
マ
ン
シ
ョ
ン

の
管
理
組
合
で
活
躍
し
た
り
、単
身
世
帯
の
住
民

同
士
が
定
期
的
に
会
合
を
持
つ
な
ど
、人
と
人
と

の
付
き
合
い
は
、新
た
な
形
態
を
と
り
な
が
ら
現

代
に
相
応
し
い
形
で
存
在
す
る
。

こ
う
し
た
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
構
築
に
は
、

ソ
ー
シ
ャ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
を
行
う
団
体
の
支
援
が
必

要
と
な
る
場
合
も
多
い
。

⑥
地
球
環
境
と
人
類
の
共
存

近
年
、成
立
し
た「
環
境
保
全
活
動
・
環
境
教
育

推
進
法
」や「
温
暖
化
対
策
推
進
法
」に
代
表
さ
れ

る
よ
う
に
、い
ま
、国
を
挙
げ
て「
地
球
環
境
」と

「
人
類
」と
の
共
存
の
必
要
性
が
説
か
れ
て
い
る
。

こ
う
し
た
中
、環
境
保
全
を
図
り
な
が
ら
地
域

社
会
の
活
性
化
に
資
す
る
活
動
を
展
開
す
る
団
体

が
多
数
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

以
上
、六
つ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
が
示
す
の
は「
社
会

構
造
の
変
化
」の
一
部
で
あ
り
、こ
う
し
た
変
化
に

併
せ
て
、全
く
新
し
い
ビ
ジ
ネ
ス
、あ
る
い
は
既
存

の
ビ
ジ
ネ
ス
の
発
展
版
が
誕
生
し
て
も
不
思
議
で

は
な
い
。

そ
の
事
業（
活
動
）分
野
は
、こ
れ
ま
で
行
政
が

担
っ
て
き
た
領
域
か
ら
全
く
手
付
か
ず
だ
っ
た
領

域
ま
で
幅
広
く
存
在
す
る
。

県
内
に
お
け
る　
　
　
　
　
　
　
　

　
　

 

ソ
ー
シ
ャ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
の
実
態

本
会
で
は
県
内
で
ソ
ー
シ
ャ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
を

行
う
組
織
の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
、ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
を
行
っ
た
。調
査
対
象
は
、県
内
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
、県
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
協
会
、組
合
等

（
企
業
組
合
、商
店
街
振
興
組
合
、共
同
店
舗
等
の

協
同
組
合
）の
計
四
五
〇
団
体
。平
成
二
一
年
一
一

月
に
郵
送
で
実
施
。有
効
回
答
数
は
一
〇
五
件（
回

答
率
二
三
．三
％
）だ
っ
た
。

●
従
事
者
の
六
割
超
が
五
〇
代
以
上

資
本（
出
資
）金
は
、一
〇
〇
万
円
未
満
が
一
九
．

〇
％
と
二
割
近
く
を
占
め
る
一
方
、一
〇
〇
〇
万

円
超
も
一
四
．三
％
見
ら
れ
た
。

創
業
年
は
、平
成
以
前
が
二
二
．九
％
と
二
割
を

超
え
る
な
ど
、二
〇
年
以
上
の
活
動
歴
を
も
つ
組

織
が
多
い
。一
方
、一
〇
年
以
内（
平
成
一
一
年
以

降
）に
創
業
し
た
組
織
も
三
分
の
一
に
上
っ
た
。

な
お
最
古
の
創
業
は
一
八
九
二
年
。一
二
〇
年
近

く
の
歴
史
を
刻
む
組
織
も
存
在
す
る（
図
表
①
）。

組合活性化情報

24

14

１
９
８
９
年（
平
成
元
年
）以
前

１
９
８
９
年（
平
成
元
年
）

　

〜
１
９
９
３
年（
平
成
5
年
）

1
9
9
4
年（
平
成
6
年
）

　

〜
1
9
9
8
年（
平
成
10
年
）

1
9
9
9
年（
平
成
11
年
）

　

〜
2
0
0
3
年（
平
成
15
年
）

2
0
0
4
年（
平
成
16
年
）以
降

不
明

0

10

20

30
（事業所）

24

11

20 21

14 15

図表① 創業年
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三
％
。合
せ
て
二
六
．六
％
が
組
合
組
織
で
あ
る
。

組
織
形
態
を
選
択
し
た
理
由
は「
事
業
を
遂
行

す
る
上
で
一
番
的
確
な
組
織
だ
っ
た
か
ら
」が

五
六
．二
％
で
最
多
。事
業
に
合
わ
せ
た
組
織
選
択

が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
窺
え
る（
図
表
④
）。

●
四
割
近
く
が
地
域
お
こ
し
、

ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
む

組
織
が
行
う
事
業
は「
地
域
お
こ
し
、ま
ち
づ
く

り
の
推
進
」が
三
八
．一
％
で
ト
ッ
プ
。こ
れ
に「
保

健
・
医
療
・
福
祉
の
推
進
」（
一
九
．〇
％
）が
続
く
。

以
下
、数
こ
そ
少
な
い
も
の
の
多
様
な
事
業
が
並

ん
だ（
図
表
⑤
）。

こ
れ
ら
は
従
来
、行
政
が
担
う
こ
と
が
多
か
っ

た
分
野
。し
か
し
、公
共
性
や
公
平
性
の
み
な
ら
ず

「
民
間
だ
か
ら
こ
そ
可
能
な
範
囲
で
、得
意
分
野
に

特
化
し
て
事
業
展
開
が
で
き
る
」と
い
う
面
を
考

慮
す
れ
ば
、こ
れ
ら
の
分
野
で
の
事
業
性
は
ま
だ

ま
だ
存
在
す
る
と
言
え
る
。

一
方
、商
品
・
サ
ー
ビ
ス
を
享
受
す
る
側
も「
厳

選
す
る
目
」を
持
っ
て
お
り
、全
て「
行
政
が
す
べ

従
業
員
数
で
は
、五
人
未
満
が
二
七
．六
％
、五

人
か
ら
九
人
が
一
五
．二
％
と
、一
〇
人
未
満
の
小

規
模
事
業
所
が
四
割
を
超
え
た（
図
表
②
）。

従
事
者
の
年
齢
構
成
は
、二
〇
代
が
ゼ
ロ
、四
〇

代
以
下
が
二
割
に
満
た
な
い
の
に
対
し
、五
〇
代
、

六
〇
代
を
あ
わ
せ
六
割
を
超
え
る
な
ど
、平
均
年

齢
は
高
い（
図
表
③
）。

●
組
合
組
織
が
四
分
の
一
強
占
め
る

組
織
形
態
で
最
も
多
い
の
は
、Ｎ
Ｐ
Ｏ（
三
四
．

三
％
）で
三
分
の
一
強
を
占
め
た
。こ
れ
に
株
式
会

社
・
有
限
会
社
が
一
八
．一
％
で
続
く
。企
業
組
合

や
協
同
組
合
・
商
店
街
振
興
組
合
は
と
も
に
一
三
．

き
」で
は
な
く
、シ
ー
ン
に
よ
っ
て
必
要
な
供
給
者

を
適
切
に
選
び
、利
用
す
る
こ
と
が
多
い
。

ソ
ー
シ
ャ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
を
始
め
た
動
機
は「
社

会
貢
献
の
た
め
、ま
た
は
社
会
的
ニ
ー
ズ
を
感
じ

取
っ
た
か
ら
」が
四
九
．五
％
と
半
数
近
く
を
占

め
、次
い
で「
自
分
や
賛
同
者
の
夢
を
実
現
し
た

か
っ
た
か
ら
」が
二
割
を
超
え
た（
図
表
⑥
）。

達
成
目
的（
複
数
回
答
）で
は「
利
用
者
の
満
足

度
」が
六
三
．八
％
と
最
も
多
く
、次
い
で「
自
分
の

組
織
や
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
の
地
元
地
域
へ
の
認
知

5～10人未満
15.2％

50人以上
9.5％

5人未満
27.6％

5～10人未満
15.2％

10～30人未満
25.7％

30～50人未満
5.7％

50人以上
9.5％

不明
16.2％

図表② 従業員数

60代以上
31.4％

不明
19.0％

30代
7.6％

40代
12.4％

50代
29.5％

60代以上
31.4％

不明
19.0％

20代
0％

図表③ 年齢構成

事業を遂行する
上で一番的確な
組織だったから
56.2％

事業を遂行する
上で一番的確な
組織だったから
56.2％

社会的に信用されると思ったから
15.2％

設立しやすいと
思ったから
8.6％

不明
3.8％

支援者がいた
から 4.8％

その他
11.4％

図表④ 組織形態を選択した理由

社会貢献のため､
または社会的ニーズを
感じ取ったから
49.5％

その他
12.4％

不明
8.6％

社会貢献のため､
または社会的ニーズを
感じ取ったから
49.5％

自分の組織の既存ビジネス
モデルを他の事業に活用して
みたかったから　1.0％

自分や賛同者
の夢を実現し
たかったから
　　　23.8％

第三者に勧め
られたから
    1.0％

補助金・助成金制度が
あると知ったから
 3.8％

不明
8.6％

その他
12.4％

図表⑥  ソーシャルビジネスを 
始めた動機

38.1
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40
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38.1

19.0

5.7 4.8 4.83.8 2.9

21.0

地
域
お
こ
し
･

ま
ち
づ
く
り
の
推
進

保
健
･
医
療
･
福
祉
の
推
進

社
会
教
育
、

子
供
た
ち
の
健
全
育
成

企
業
支
援
･
人
材
育
成

学
術
･
文
化
･
ス
ポ
ー
ツ

環
境
保
全
等

環
境
問
題
の
取
組

そ
の
他

不
明

図表⑤ 組織が行う主な事業
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度
向
上
」（
四
〇
．〇
％
）、「
固
定
客（
リ
ピ
ー
タ
ー
）

の
増
加
」（
三
一
．四
％
）が
三
割
を
超
え
た
。

●
活
動
成
果
は「
利
用
者
の
満
足
度
向
上
」が
ト
ッ
プ

売
上
高（
総
収
入
）は「
五
〇
〇
万
円
未
満
」が

一
八
．一
％
と
最
多
を
占
め
た
一
方「
一
億
円
以
上
」

も
一
四
．三
％
見
ら
れ
た
。た
だ
し
、売
上
高
は
、活

動
規
模
や
分
野
に
よ
っ
て
大
き
く
影
響
さ
れ
る
の

で
、そ
の
多
寡
は
一
概
に
評
価
は
で
き
な
い
。

活
動
の
成
果
は
、い
う
ま
で
も
な
く
売
上
高
だ

け
で
は
な
い
。活
動
の
成
果
と
し
て「
利
用
者
の
満

足
度
が
増
し
た
」（
五
七
．一
九
％
）、「
組
織
が
広
く
認

知
さ
れ
た
」（
四
一
．九
％
）な
ど
、所
期
の
目
的
を
達

成
し
た
こ
と
を
挙
げ
る
組
織
も
多
い（
図
表
⑦
）。

●
ス
タ
ッ
フ
の
高
齢
化
が
大
き
な
課
題

「
事
業
を
進
め
て
い
く
上
で
の
課
題
」に
つ
い
て

は
、「
事
業
開
始
直
後
」と「
成
長
期
・
現
在
」の
両
面

か
ら
み
て
い
く
。

「
人
材
」に
つ
い
て
は「
開
始
直
後
」一
四
．三
％

に
過
ぎ
な
か
っ
た「
ス
タ
ッ
フ
の
高
齢
化
」が「
成

長
期
・
現
在
」で
は
五
三
．三
％
と
大
幅
に
増
加
し

て
い
る
の
が
目
を
引
く（
図
表
⑧
）。

ま
た
、「
運
営
」（
図
表
⑨
）、「
事
業
収
入
・
活
動
資

金
」（
図
表
⑩
）の
ほ
と
ん
ど
の
項
目
で「
開
始
直

後
」に
比
べ「
成
長
期
・
現
在
」の
方
が
課
題
と
考
え

る
割
合
が
増
加
し
て
お
り
、現
実
の
組
織
運
営
の

難
し
さ
が
窺
え
る
。

●
幅
広
い
分
野
で
連
携
進
む

ソ
ー
シ
ャ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
の
要
件
の
ひ
と
つ
で
あ

る「
革
新
性
」に
は
、新
し
く
連
携
を
組
み
事
業
を

始
め
る
と
い
う
こ
と
も
含
ま
れ
る
。

今
回
の
調
査
対
象
組
織
の
約
半
数
が「
連
携
経

験
が
あ
る
」と
回
答
。民
間
組
織
で
の
連
携
先
は
、

一
般
企
業
を
は
じ
め
専
門
家
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
、任
意

団
体
な
ど
多
岐
に
わ
た
る（
図
表
⑪
）。

連
携
の
内
容
で
は
、「
情
報
交
換
」「
セ
ミ
ナ
ー
・

イ
ベ
ン
ト
の
共
催
」で
四
割
を
超
え
た
ほ
か
、活
動

の
共
同
運
営
や
融
資
等
、幅
広
い
分
野
で
連
携
が

進
ん
で
い
る
こ
と
が
分
か
る（
図
表
⑫
）。

ソ
ー
シ
ャ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
で
は
、人
が
繋
が
る
こ

と
で
新
た
な
事
業
が
生
ま
れ
る
こ
と
が
多
い
。

し
た
が
っ
て
、人
々
が
集
ま
り
、そ
れ
ぞ
れ
が
持

つ
情
報
を
交
換
で
き
る「
場
」が
極
め
て
重
要
と
な

る
。今
回
の
調
査
か
ら
、県
内
で
こ
う
し
た
動
き
が

活
発
に
進
ん
で
い
る
こ
と
が
窺
え
る
。

組合活性化情報

図表⑧  ソーシャルビジネスの課題
（人材について）（複数回答）
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19.0

8.6 8.6 8.6

利
用
者
の
満
足
度
が
増
し
た

組
織
が
広
く
認
知
さ
れ
た

行
政
等
の
支
援
が
受
け
ら
れ
る

よ
う
に
な
っ
た

事
業
活
動
の
範
囲
が
広
が
っ
た

事
業
収
入
が
増
加
し
た

雇
用
数
が
増
加
し
た

そ
の
他

不
明

図表⑦  ソーシャルビジネス活動の成果
（複数回答）
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32.4

3.8

28.6

2.9 3.9
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  0
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39.0

20.0

39.0

14.3

53.3

23.8

33.3

1.0
3.8

21.0

32.4

19.0 19.0

5.7
10.5

15.2

21.9

3.8

28.6

4.8

15.2

2.9

14.3

6.7
10.5

3.9

9.5

（％）（％）

人
材
が
不
足
し
て
い
る

人
材
の
育
成
が
難
し
い

ス
タ
ッ
フ
が
高
齢
化
し
て
い
る

ス
タ
ッ
フ
の
賃
金
が
低
い

そ
の
他

経
営
ノ
ウ
ハ
ウ
の
不
足

専
門
知
識
が
足
り
な
い

企
画
の
方
法
が
わ
か
ら
な
い

研
修
時
間
の
確
保
が
で
き
な
い

同
業
者
が
増
え
た

同
業
者
と
の
商
品
･
サ
ー
ビ
ス

に
対
す
る
差
別
化
が
で
き
な
い

価
格
競
争
に
な
っ
て
い
る

お
客
様
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
の

方
法
が
わ
か
ら
な
い

そ
の
他

成長期･現在
事業開始直後

成長期･現在
事業開始直後

図表⑨  ソーシャルビジネスの課題（運営等に
ついて）（複数回答）

21.0

32.4

6.7 6.7
1.0 2.9

  0

10

20

30

40

50
（％）

35.2
40.0

20.0

30.5

21.0

32.4

6.7 6.7
1.0 2.9

事
業
収
入
が
少
な
い

事
業
収
入
が
安
定
し
て

い
な
い

活
動
資
金
が
不
足
し
て
い
る

資
金
の
調
達
方
法
が
わ
か
ら
な
い

そ
の
他

成長期･現在
事業開始直後

図表⑩  ソーシャルビジネスの課題（事業収入
･活動資金について） （複数回答）  
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る
」な
ど
を
目
的
に
、行
政
等
と
連
携（
図
表
⑬
）。

資
金
面
や
施
設
面
で
サ
ポ
ー
ト
を
受
け
、既
存

の
仕
組
み
を
利
用
す
る
こ
と
で
、よ
り
良
い
商
品
・

サ
ー
ビ
ス
を
生
み
出
す
こ
と
が
可
能
と
な
る
。

具
体
的
な
連
携
内
容
は「
補
助
金・
助
成
金
」が

五
一
．三
％
と
半
数
を
超
え「
セ
ミ
ナ
ー・
イ
ベ
ン
ト

の
共
催・後
援
」（
三
五
．九
％
）が
続
い
た（
図
表
⑭
）。

●
行
政
と
の
連
携
内
容
は

「
補
助
金
・
助
成
金
」
が
ト
ッ
プ

行
政
や
支
援
団
体
と
の
連
携
も
活
発
で
あ
る
。

七
割
を
超
え
る
組
織
が「
活
動
資
金
の
財
源
と
し

て
補
助
金
・
助
成
金
を
活
用
す
る
」「
行
政
で
は
取

り
組
む
こ
と
が
難
し
い
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
」

「
行
政
が
保
有
す
る
ノ
ウ
ハ
ウ
や
情
報
を
活
用
す

行
政
と
連
携
す
る
上
で
、障
壁
と
考
え
る
事
項

の
ト
ッ
プ
は「
書
類
作
成
の
手
間
」で
四
四
．九
％

と
他
に
比
べ
多
数
を
占
め
る
。約
二
割（
一
九
．

二
％
）が「
意
思
の
疎
通
が
困
難
」を
挙
げ
た
が
、

「
理
解
し
て
も
ら
う
努
力
」な
ど
自
助
努
力
に
よ
り

改
善
す
る
可
能
性
の
あ
る
障
壁
も
あ
る
。

一
方「
障
壁
が
あ
る
と
は
考
え
て
い
な
い
」も

二
五
．六
％
と
四
分
の
一
を
超
え
て
い
る（
図
表

⑮
）。
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大
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研
究
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そ
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他
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人

情
報
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換
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イ
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の

共
催
･
後
援

活
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の
共
同
運
営
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サ
ー
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の
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開
発

事
業
委
託

人
材
育
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･
交
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融
資

そ
の
他

不
明

連
携
や
支
援
、
助
成
を

受
け
た
こ
と
が
な
い

図表⑫ 具体的な連携内容（複数回答） 図表⑪  ソーシャルビジネスに関する 
連携先（複数回答）
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国

図表⑭ 具体的な連携内容（複数回答） 図表⑬  行政や支援機関等とのソーシャル
ビジネスに関する連携（複数回答）
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図表⑮ 行政と連携を進める上で障壁（複数回答）
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組合活性化情報

ソ
ー
シ
ャ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
と
企
業
組
合

近
年
脚
光
を
浴
び
る
企
業
組
合

企
業
組
合
制
度
は
、昭
和
二
四
年
の
中
小
企
業

等
協
同
組
合
法
施
行
と
と
も
に
創
設
さ
れ
、昭
和

三
〇
年
代
前
半
に
は
一
〇
〇
〇
〇
組
合
を
超
え
て

い
た
が
、そ
の
後
、激
減
。一
時
は
、二
〇
〇
〇
組
合

を
割
り
込
む
な
ど
、
”企
業
組
合
離
れ”

が
進
ん

だ
。し
か
し
、こ
こ
数
年
、企
業
退
職
者
、主
婦
ら
の

創
業
や
介
護
福
祉
な
ど
ソ
ー
シ
ャ
ル
ビ
ジ
ネ
ス

の
受
け
皿
と
し
て
脚
光
を
浴
び
始
め
、組
合
数
も

二
五
〇
〇
台
に
回
復
し
た
。

平
成
二
一
年
度
に
は
、全
国
で
六
三
の
企
業
組

合
が
新
た
に
設
立
。地
域
社
会
貢
献
型
の
ソ
ー

シ
ャ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
と
し
て
の
性
格
を
有
す
る
組
合

の
設
立
が
増
加
す
る
な
ど
、地
域
活
性
化
の
大
き

な
力
と
な
っ
て
い
る
。

本
県
で
も
四
〇
を
超
え
る
企
業
組
合
が
活
発
に

事
業
を
展
開
中
だ
。

ソ
ー
シ
ャ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
の
担
い
手
と
し
て

最
適
な
企
業
組
合
組
織

言
う
ま
で
も
な
く
、企
業
組
合
を
立
ち
上
げ
る

に
あ
た
っ
て
は「
ど
の
よ
う
な
事
業
を
、ど
の
よ
う

な
相
手
に
、ど
の
よ
う
な
方
法
で
提
供
し
て
い
く

の
か
」な
ど
、綿
密
な
事
業
計
画
を
立
て
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。ま
た
設
立
に
あ
た
っ
て
は
行
政
庁
の

認
可
も
必
要
と
な
る
。

そ
の
際
、参
加
者
た
ち
は
、事
業
目
的
や
経
営
戦

略
か
ら
、日
々
の
活
動
内
容
に
至
る
ま
で
、自
ら
を

改
め
て
見
つ
め
直
し
、場
合
に
よ
っ
て
は
再
検
討

を
迫
ら
れ
る
こ
と
も
あ
る
。こ
う
し
て
練
り
上
げ

ど
の
他
組
織
で
は
な
く
、企
業
組
合
を
選
択
し
た

理
由
は「
少
額
の
資
本
で
設
立
で
き
る
組
織
だ
か

ら
」（
四
二
．一
％
）と
と
も
に「
運
営
が
民
主
的
で

公
平
・
平
等
な
組
織
だ
か
ら
」も
三
六
．八
％
に
上

る
な
ど
、ソ
ー
シ
ャ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
を
行
う
に
相
応

し
い
組
織
体
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
窺

え
る（
図
表
⑰
）。

た
計
画
の
も
と
事
業
を
行
う
。

ソ
ー
シ
ャ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
に
は
ビ
ジ
ネ
ス
と
し
て

の
事
業
性
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、企
業
理
念
を
ビ

ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
に
落
と
し
こ
み
、な
お
か
つ
収
益

を
き
ち
ん
と
成
果
と
し
て
出
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。こ
う
し
た
点
か
ら
、企
業
組
合
は
ソ
ー
シ
ャ
ル

ビ
ジ
ネ
ス
に
最
適
な
組
織
形
態
で
あ
る
。

ま
た「
ソ
ー
シ
ャ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
を
立
ち
上
げ
た

い
が
、参
加
者
の
思
い
に
温
度
差
が
あ
る
」と
い
う

場
合
に
も
、企
業
組
合
は
有
効
だ
。

企
業
組
合
は
、各
自
の
責
任
や
思
い
に
つ
い
て

設
立
時
に
参
加
者
全
員
で
確
認
、意
思
統
一
を
図

る
た
め
、事
業
・
組
織
に
対
す
る
方
向
性
は
一
定

で
、団
結
力
も
固
い
。

さ
ら
に
、事
業
を
行
う
各
個
人
の
責
任
が
明
確
、

出
資
額
の
多
寡
に
関
係
な
く
、組
合
員
が
平
等
な

立
場
で
経
営
に
参
画
で
き
る
、な
ど
も
結
束
力
を

高
め
る
大
き
な
要
素
で
あ
ろ
う
。

企
業
組
合
設
立
の
動
機
は
「
地
域
や
社
会
に

役
立
つ
仕
事
を
し
た
か
っ
た
」
が
最
多

平
成
一
九
年
度
に
全
国
中
央
会
が
実
施
し
た

「
企
業
組
合
実
態
調
査
」に
よ
る
と
、企
業
組
合
の

設
立
を
主
導
し
た
組
合
員
が
、組
合
事
業
を
始
め

た
動
機
の
ト
ッ
プ
は「
地
域
や
社
会
に
役
立
つ
仕

事
を
し
た
か
っ
た
」（
四
六
．九
％
）（
図
表
⑯
）。

こ
の「
地
域
や
社
会
に
役
立
つ
仕
事
を
し
た

か
っ
た
」と
す
る
組
合
は
、年
を
追
う
ご
と
に
増
加

し
て
お
り
、近
年
、企
業
組
合
が
ソ
ー
シ
ャ
ル
ビ
ジ

ネ
ス
を
担
う
組
織
と
し
て
活
用
さ
れ
て
い
る
こ
と

を
端
的
に
示
し
て
い
る
。

ま
た
事
業
を
行
う
組
織
と
し
て
、株
式
会
社
な

23.0
22.9

18.2

14.1

14.0
13.7

13.4

13.5

19.2

22.9

子育てや家事の合間の時間を有効に使いたかった

少額の資本で設立できる組織だから

運営が民主的で公平･平等な組織だから

自治体など行政や中央会から勧められたから

組合員が自己の能力を生かせる組織だから

組合員の仕事の場を創造する組織だから

零細事業者が経営を合理化できる組織だから

資本より組合員の人格を尊重する組織だから

旧いことなのでよく分からない

組合員に利益を分配するできる組織だから

他の組織より信用力を得やすいから

高度化融資等の公的助成が利用できるから

その他

会社を辞め生活のため仕事をする必要があった

保有している技術や特許を生かしたかった

定年後も経験を生かした仕事がしたかった

資格を生かして自分の仕事をしたかった

収入のある仕事がしたかった

持っていたアイディアを事業化したかった

会社に雇われるのでなく仕事がしたかった

個人で行っていた事業を大きくしたかった

地域や社会に役立つ仕事がしたかった
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図表⑯ 組合事業を始めた動機（複数回答）

図表⑰ 企業組合を選んだ理由（複数回答）
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企業組合で保育園
静岡市の北東部、麻機地区のどこにでもあるような民家

の庭先から子供たちの元気な笑い声がこだまする。ここが
幼児教育に熱い情熱を傾ける人々の組織、企業組合あおぞ
らキンダーガーデンだ。

平成13年10月、静岡市内の幼稚園教諭、保育士、保育経験
者ら₇人が企業組合を設立。自由な保育を理念に活動を開
始した。活動の歴史は長く、平成₅年から任意組織で保育
活動を始め、保育に適した地を求め何度か移転。現在地で
の活動となった。

現在、子育てフリースペース「わとと・あおぞら」、軽度発
達障害児を支援する「NPOまほろば」、認可外保育施設「あ
おぞらキンダーガーデン」を設置。

子どもたちの相互交流による「人間性」の育成にこだわっ
た保育を実践している。

「自由な遊びの中から、子供の感性を育てよう」を理念に
自由な遊びの中から、子供の感性を育てようとする理念

を実現し、園児の父母から認知される組織の形を模索した
結果、企業組合を選んだ。

組合員が考える幼児教育の理念は「子供を一人前の人格
ある人間と認めながら、仲間との触れ合いを通して、人間と
して生きていく大切な力を養う保育」。    
「すべての子どもが、その子らしく生きていける」ように、

その力を幼児期の感性的土台として育てる保育の実践を
組合の使命と考えている。

商店街組合と連携し新たな展開目指す
子育て支援、軽度発達障害児支援のため、清水区の商店

街で空き店舗を活用した施設の設置を予定。
商店街も利用者が訪れることで、情報の発信を行うこと

ができ、新たな賑わいが生まれるものと期待を高めている。

所在地：静岡市葵区北
設　立：平成13年10月
組合員：７人

組合活性化情報

企業組合あおぞらキンダーガーデン

県内でソーシャルビジネスに積極的に取り組む組合

清水の発展担う商店街
静岡市清水区の表玄関、JR清水駅ロータリーに続く全

長約450mの全蓋アーケードの商店街振興組合。
法人組合の設立は、昭和56年と比較的新しいが、商店街

の歴史は長く、清水市の発展に大きな役割を果たしてきた。
昭和28年から続く“清水七夕まつり”は、清水の夏の風物詩、
商店街の象徴だ。

新たな試み次々と
いま、中心市街地の商店街は、従来の“販売”だけの役目を 

終えようとしている。当商店街ではまちカフェや自転車･ 
ショッピングカートの無料レンタルなどの新たな試みを
次々と展開。物売りの場としてだけではなく、地域の人々の
交流の場として新たな役割が期待されている。
■まちカフェ
「まちカフェ SHIMIZU」は、世代を超えた住民間の交流

拠点づくりを目的に平成22年₁月、商店街の家具店に間借
りをする形で開業した。カフェのほか、個人やグループが陶
芸や語学、粘土細工、クラフトなどに利用できる貸しスペー
スや手工芸品などの展示販売に利用できる貸し小棚も設
置。さらにここを拠点にした様々な地域活動も企画。地域の
交流活動の拠点として多くの人が集う。
■自転車やショッピングカートを無料レンタル

歩道に自転車やショッピングカート・車椅子を配置し、無
料貸し出しを実施（現在は維持管理費として100円）。

20台の自転車は、来街者へのサービスだけでなく、商店

街の人々も利用。共有することで無駄をなくすと同時にモ
ノや人・情報を仲立ちにした新たなコミュニケーションを
生み出すきっかけにもなった。

企業組合とタイアップし、新たな試みに挑戦
空き店舗を活用した交流の場づくりを積極的に推進す

る中、育児保育･軽度障害児保育に取り組む上記企業組合
の受入れも予定。商店街ではこうした取り組みをはじめ、
地域との深く長い関係を構築するため、様々な挑戦を続け
ていく考えだ。

所在地：静岡市清水区真砂町
設　立：昭和56年７月
組合員：69人清水駅前銀座商店街振興組合
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「
年
を
と
る
の
も
忘
れ
る
ほ
ど
、あ
っ
と

い
う
間
に
過
ぎ
た
一
〇
年
で
し
た
」。

旧
御
前
崎
町
の
主
婦
ら
が
デ
ィ
サ
ー
ビ

ス
セ
ン
タ
ー
”よ
り
み
ち”

を
開
設
し
た
の

は
、
平
成
一
二
年
九
月
。
以
来
一
〇
年
に

わ
た
り
、
施
設
を
ま
と
め
て
き
た
”要”

の

こ
と
ば
に
誇
張
は
な
い
。

施
設
立
ち
上
げ
の
き
っ
か
け
は
、
町
が

実
施
し
た
ヘ
ル
パ
ー
養
成
講
座
。

「
い
ず
れ
必
要
と
な
る
家
族
の
介
護
の

た
め
に
と
受
講
し
ま
し
た
が
、
せ
っ
か
く

取
得
し
た
ヘ
ル
パ
ー
の
資
格
を
地
域
に
役

立
て
よ
う
と
、
受
講
者
有
志
で
立
ち
上
げ

た
の
が
”よ
り
み
ち”

で
す
」。

施
設
は
、
商
店
街
の
空
き
店
舗
を
借
り

受
け
、
組
合
員
総
出
で
自
ら
改
修
。
必
要

な
器
具
や
備
品
は
持
ち
寄
っ
た
り
、
手
づ

く
り
で
揃
え
た
。

「
経
験
も
、
モ
ノ
も
、
お
カ
ネ
も
、
何
も

な
い
、
ゼ
ロ
か
ら
の
ス
タ
ー
ト
。
地
域
の

た
め
に
、
と
い
う
思
い
が
一
人
ひ
と
り
に

あ
っ
た
か
ら
こ
そ
で
き
た
。
苦
労
？　

苦

労
は
あ
る
の
が
当
た
り
前
」
と
事
も
な
げ

に
振
り
返
る
。

平
成
一
五
年
六
月
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
事

業
者
の
指
定
を
得
る
た
め
、
法
人
化
に
踏

み
切
っ
た
。

「
”Ｎ
Ｐ
Ｏ”

と
い
う
選
択
肢
も
あ
り
ま

し
た
が
、
組
合
の
相
互
扶
助
の
精
神
が
私

た
ち
に
ぴ
っ
た
り
、
と
企
業
組
合
を
選
び

ま
し
た
。
職
員
に
組
織
の
一
員
と
い
う
意

識
が
芽
生
え
た
の
も
大
き
な
メ
リ
ッ
ト
」。

平
成
一
七
年
に
は
、
二
号
店
が
オ
ー
プ

ン
。
筋
力
向
上
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
や
栄
養
改

善
指
導
を
行
う
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
も
始

め
た
。
公
的
な
助
成
に
は
頼
ら
ず
、
自
助

努
力
で
運
営
す
る
の
が
自
慢
だ
。

現
在
、
ス
タ
ッ
フ
は
組
合
員
の
ほ
か
介

護
職
員
、
非
常
勤
の
歯
科
衛
生
士
や
看
護

士
を
含
め
一
七
人
。
約
四
〇
人
の
お
年
寄

り
が
週
三
日
か
ら
四
日
、
通
う
。

「
通
所
者
の
ほ
と
ん
ど
が
ご
近
所
同
士
。

昔
話
に
花
を
咲
か
せ
た
り
し
て
、
本
当
に

楽
し
そ
う
。
自
宅
の
つ
も
り
で
、
気
兼
ね

な
く
過
ご
せ
る
よ
う
、心
が
け
て
い
ま
す
。

大
き
な
施
設
と
違
い
、
私
た
ち
は
一
人
ひ

と
り
の
顔
を
常
に
見
な
が
ら
接
す
る
こ
と

が
で
き
る
。
表
情
ひ
と
つ
で
健
康
や
心
の

う
ち
も
分
か
り
ま
す
」
と
細
や
か
な
配
慮

と
家
庭
的
な
温
か
さ
で
、
地
域
の
お
年
寄

り
の
憩
い
の
場
を
担
う
。

「
毎
朝
、
通
所
者
が
”お
は
よ
う”

と
笑

顔
で
入
っ
て
く
る
姿
を
見
る
の
が
何
よ
り

の
喜
び
。
お
年
寄
り
に
教
え
ら
れ
る
こ
と

も
多
く
、
日
々
勉
強
で
す
」。

組
合
員
や
職
員
ら
か
ら
「
先
生
」
と
呼

ば
れ
る
、
元
小
・
中
学
校
の
教
師
。

通
所
者
に
は
教
え
子
の
親
も
多
く
、
懐

か
し
い
話
題
で
盛
り
上
が
る
こ
と
も
。

六
〇
歳
で
自
動
車
の
運
転
免
許
証
を
取

得
。
さ
ら
に
静
岡
大
学
の
社
会
人
講
座
に

三
年
間
欠
か
さ
ず
通
学
し
た
り
、
旅
も
大

好
き
、
と
好
奇
心
旺
盛
。

「
よ
き
仲
間
、
よ
き
職
場
に
恵
ま
れ
、

毎
日
が
と
て
も
楽
し
い
」
と
充
実
感
溢
れ

る
笑
顔
を
見
せ
る
。

クローズアップインタビュー

企業組合よりみち

黒川喜美子理事長

組合活性化情報

開設10年迎えた
ディサービスセンター
“地域に役立ちたい”の
思い、常に
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静岡労働局からのお知らせ
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Business Report 組合の動き

静
岡
七
間
町
商
店
街
で

ワ
ー
ル
ド
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
バ
ザ
ー
ル

商
店
街
振
興
組
合
七
間
町
名
店
街

商
店
街
振
興
組
合
七
間
町
名
店
街

（
北
村
正
敏
理
事
長
）主
催
の
”ワ
ー
ル
ド

ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
バ
ザ
ー
ル
２
０
１
０
“が

九
月
一
九
、二
〇
日
の
二
日
間
、
静
岡

市
中
心
部
の
同
商
店
街
で
盛
大
に
開
催

さ
れ
た
。

同
イ
ベ
ン
ト
は
、
中
心
市
街
地
に
賑

わ
い
を
、
と
静
岡
市
な
ど
の
補
助
を
得

て
、
平
成
一
七
年
に
ス
タ
ー
ト
し
た
も

の
で
、
今
年
で
六
回
目
。

県
内
の
演
奏
グ
ル
ー
プ
や
外
国
か
ら

の
留
学
生
ら
一
四
組
が
カ
ラ
フ
ル
な
民

族
衣
装
を
ま
と
い
、
パ
ラ
グ
ア
イ
や
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
な
ど
、

ふ
だ
ん
聴
く
機
会
の
少
な
い
民
族
音
楽

や
踊
り
を
披
露
し
た
。

会
場
に
は
、
中
南
米
や
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、

ア
ジ
ア
な
ど
世
界
各
国
の
料
理
が
楽
し

め
る
ブ
ー
ス
も
出
店
。
商
店
街
を
訪
れ

た
買
い
物
客
や
家
族
連
れ
が
、
世
界
の

民
族
音
楽
を
楽
し
み
な
が
ら
、
舌
鼓
を

う
っ
て
い
た
。

組
合
で
は
、

「
六
回
目
を
迎
え
、
七
間
町
名
店
街

清
水
電
気
工
事
協
同
組
合
（
松
本
高

明
理
事
長
）
で
は
、
九
月
一
七
日
、
静

岡
市
清
水
区
の
エ
リ
ザ
ベ
ー
ト
で
創
立

六
〇
周
年
記
念
式
典
を
開
い
た
。

式
典
に
は
、
多
数
の
組
合
員
の
ほ
か
、

県
内
各
地
区
の
電
気
工
事
組
合
関
係
者

や
関
係
機
関
、
中
央
会
ら
来
賓
を
合
わ

せ
一
四
一
人
が
出
席
し
た
。

組
合
を
代
表
し
て
あ
い
さ
つ
に
立
っ

た
松
本
理
事
長
は
、

「
様
々
な
苦
難
を
組
合
員
が
一
丸
と

な
っ
て
乗
り
越
え
、
創
立
六
〇
年
の
節

目
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
た
。
今
後
も

業
界
の
発
展
や
地
域
貢
献
、
サ
ー
ビ
ス

向
上
に
組
合
を
挙
げ
て
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
」
と
述
べ
た
。

式
典
で
は
、
永
年
に
わ
た
っ
て
役
員

を
務
め
た
特
別
功
労
者
や
定
例
会
皆
勤

者
、
創
立
以
来
の
組
合
員
ら
に
感
謝
状

が
贈
ら
れ
た
。

同
組
合
は
昭
和
二
五
年
、
旧
清
水
市

の
電
気
工
事
業
者
一
四
社
（
現
在
八
四

社
）
で
設
立
。

清
水
み
な
と
祭
り
や
職
人
祭
り
な
ど

各
種
イ
ベ
ン
ト
の
電
気
工
事
の
共
同
施

工
、
高
所
作
業
車
の
共
同
利
用
、
技
術

力
や
経
営
力
の
向
上
、
安
全
対
策
を
目

的
と
す
る
教
育
研
修
事
業
な
ど
、
幅
広

く
事
業
を
展
開
。

さ
ら
に
、
次
代
を
担
う
若
手
経
営
者
・

後
継
者
ら
で
組
織
す
る
青
年
部
も
活
発

に
活
動
。
組
合
を
挙
げ
て
積
極
的
に
後

継
者
育
成
に
も
取
り
組
ん
で
い
る
。

創
立
六
〇
年
を
祝
う

清
水
電
気
工
事
協
同
組
合

賑
わ
い
づ
く
り
に
も
つ
な
げ
て
い
き
た

い
」
と
語
っ
た
。

の
秋
の
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
す
っ
か
り
定

着
し
た
。
今
後
も
世
界
各
地
の
音
楽
や

食
を
紹
介
す
る
と
と
も
に
、
商
店
街
の

▲あいさつする松本理事長

▼カラフルな衣装をまとい民族音楽を奏でる演奏グループ
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デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
が

オ
ー
プ
ン
一
〇
周
年
記
念
祭

企
業
組
合
よ
り
み
ち

御
前
崎
市
で
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
の
運
営
な
ど
介
護
事
業
を
行
う
企

業
組
合
よ
り
み
ち
（
黒
川
喜
美
子
理
事

長
）
で
は
、
セ
ン
タ
ー
開
設
一
〇
周
年

を
記
念
し
、
九
月
一
一
日
か
ら
一
七
日

ま
で
の
一
週
間
、
同
所
内
で
一
〇
周
年

記
念
祭
を
開
い
た
。

同
組
合
は
、
御
前
崎
市
在
住
の
主
婦

ら
が
、
平
成
一
二
年
九
月
に
サ
ー
ビ
ス

セ
ン
タ
ー
を
開
設
し
た
の
を
き
っ
か
け

に
、
平
成
一
五
年
六
月
に
法
人
化
。

平
成
一
七
年
に
は
、
二
号
店
を
オ
ー

プ
ン
さ
せ
、
筋
力
向
上
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
や
栄
養
改
善
指
導
を
行
う
介
護
予
防

サ
ー
ビ
ス
も
始
め
た
。

現
在
、
ス
タ
ッ
フ
は
組
合
員
を
は
じ

め
介
護
職
員
、
非
常
勤
の
歯
科
衛
生
士

や
看
護
士
を
含
め
一
七
人
。
御
前
崎
市

と
周
辺
市
町
の
約
四
〇
人
の
お
年
寄
り

が
週
三
日
か
ら
四
日
、
通
所
し
て
い
る
。

記
念
祭
の
期
間
中
は
、
事
業
所
を
開

放
。
周
辺
市
町
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
職

員
ら
に
よ
る
日
本
舞
踊
や
三
味
線
、
演

芸
、
詩
吟
、
玉
す
だ
れ
、
ち
ん
ど
ん
や

な
ど
多
彩
な
催
し
が
披
露
さ
れ
、
通
所

者
や
地
域
の
住
民
を
楽
し
ま
せ
た
。

ま
た
記
念
祭
に
あ
わ
せ
、
地
域
の
小

中
学
校
に
通
所
者
手
づ
く
り
の
鉛
筆
立

て
な
ど
も
贈
呈
し
た
。

黒
川
理
事
長
は
、

「
多
く
の
方
に
支
え
ら
れ
、
あ
っ
と
い

う
間
に
過
ぎ
た
一
〇
年
だ
っ
た
。
こ
れ

を
機
に
、
さ
ら
に
地
域
に
貢
献
で
き
る

よ
う
、
よ
り
い
っ
そ
う
サ
ー
ビ
ス
の
向

上
に
努
め
て
い
き
た
い
」
と
抱
負
を
述

べ
た
。

障
害
者
雇
用
に
貢
献　
厚
生
労
働
大
臣
表
彰

静
岡
リ
サ
イ
ク
ル
事
業
協
同
組
合

平
成
二
二
年
度
の
障
害
者
雇
用
優
良

事
業
所
等
表
彰
が
九
月
九
日
、
静
岡

市
の
静
岡
県
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー 

”
あ
ざ
れ
あ
“
で
行
わ
れ
、
静
岡
リ
サ

イ
ク
ル
事
業
協
同
組
合
（
静
岡
市
・
岩

本
輝
久
理
事
長
）
が
厚
生
労
働
大
臣
表

彰
を
受
け
た
。

こ
の
表
彰
は
、
障
害
者
の
雇
用
の
場

の
創
出
や
安
定
に
貢
献
し
た
事
業
所
や

個
人
に
贈
ら
れ
る
も
の
で
、
今
年
度
、

全
国
で
三
二
法
人
二
個
人
が
受
賞
。
県

内
で
は
、
同
組
合
ほ
か
一
法
人
一
個
人

が
栄
に
浴
し
た
。

同
組
合
は
、
静
岡
市
内
の
リ
サ
イ
ク

ル
業
者
五
社
で
構
成
。
同
市
内
に
共
同

リ
サ
イ
ク
ル
工
場
を
設
置
し
、
市
内
の

各
家
庭
か
ら
排
出
さ
れ
る
缶
や
ビ
ン
、

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
な
ど
の
分
別
リ
サ
イ
ク

ル
を
共
同
事
業
と
し
て
実
施
し
て
い
る
。

組
合
で
は
、
全
従
業
員
の
八
割
近
く

に
あ
た
る
二
〇
人
の
障
害
者
を
雇
用
。

さ
ら
に
長
年
に
わ
た
っ
て
培
っ
た
雇
用

ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
か
し
、他
企
業
に
対
す
る

助
言
や
各
種
講
習
会
・
研
修
会
へ
の
講

師
派
遣
協
力
な

ど
、
障
害
者
の

雇
用
に
幅
広
く

貢
献
し
た
こ
と

が
高
く
評
価
さ

れ
た
。

組
合
で
は
、

「
受
賞
を
機
に
、

さ
ら
に
障
害
者

の
働
き
や
す
い

職
場
環
境
づ
く

り
に
努
め
た
い
」

と
語
っ
た
。

組合活性化情報

s�

表
彰
状
を
受
け
る
組
合
の
代
表
者（
写
真
右
側
）と
組
合
の
共
同
リ
サ
イ
ク
ル
施
設

s�御前崎市内の空き店舗を利用
した “よりみち”。

▼�記念祭で詩吟を披露する地域
ボランティア

22年10月号_本文.indd   13 10.10.1   2:40:59 PM



14中小企業静岡 2010.10

静岡県中小企業団体中央会 推奨商品
ユーザデータバックアップfor PC
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15 中小企業静岡 2010.10

　今年初め頃より改善傾向にあった各項目も、６月
頃から前月比マイナスが目立つようになり、景気回
復の鈍化が感じられ、先行きへの不透明感が増して
いる。例年にない猛暑により一部の業種は恩恵を受
けたが、世界経済の情勢がやや勢いを失う中で、エ
コカー補助金の打ち切りや、円高の進展等今後への
懸念材料も多く、更なる景気の下振れが心配される。

　　　　　　 ・・・ 対象17業種より抜粋
［ 一般機器 ］ 
　欧米の景気減速を懸念し、納期の延期、設備の先送りが出始
めている。大手企業の海外流出を防ぐのは難しいように思う。

［ 輸送用機器 ］
　急激な円高により、今後、親企業からのコストダウン要請が
懸念される。

［ 繊維・同製品 ］ 
　状況が好転している実感がなく、加工料金の値上げができる
状況になっていない。

［ 運輸業 ］
　猛暑のお陰で飲料の輸送量は増加。しかし、運賃の値下げに
より収益の増加にはつながらない。

［ 建設業 ］
　仕事はあっても受注金額が低く、赤字覚悟で仕事をする企業
が見受けられる。企業間格差も顕著になってきている。

概　況

業界の声

DI値の推移

景況ウォッチ （22年8月の情報連絡員月次景況調査より）

静岡県中央会に設置されている情報連絡員〔協同組合等の役職員87名に委嘱〕による毎月の景況調査の概要です。

事
務
局

組合活性化情報

※DI値＝［（増加・好転組合数−減少・悪化組合数）／対象組合数］×100

H22.07 H22.08

-21.8

-14.8

-26.5

-18.4

-40.2

-24.2

-5.1

-16.1

-33.3

‑27.6

‑16.4

‑31.0

‑20.7

‑39.1

‑29.9

‑17.9

‑16.1

‑41.4

H22.7 H22.8

-5.8

-1.6

-4.5

-2.3

1.1

-5.7

-12.8

±0

-8.1

＋0.1以上･･･　　  ± 0.0･･･　　  〜 −20.0･･･　　  −20.0 〜･･･
なお、｢在庫数量｣のみマイナス値が大きいほど好要件としている。

平
成
一
三
年
四
月
、
県
内
八
〇
社
の

朝
日
新
聞
販
売
店
で
組
織
す
る
組
合
事

務
局
に
入
職
。
入
っ
て
す
ぐ
組
合
員
の

販
売
店
で
、
住
み
込
み
一
〇
日
間
の
配

達
研
修
を
体
験
し
た
。

「
深
夜
二
時
に
は
作
業
場
に
出
て
、
広

告
チ
ラ
シ
の
折
り
込
み
な
ど
段
取
り
を

整
え
配
達
。配
達
後
は
仮
眠
を
と
っ
て
、

午
後
に
は
夕
刊
の
準
備
と
配
達
と
、一
日

が
二
つ
の
サ
イ
ク
ル
で
成
り
立
っ
て
い

る
よ
う
な
も
の
。社
員
さ
ん
の
仕
事
ぶ
り

に
頭
が
下
が
る
思
い
で
し
た
。こ
の
経
験

が
事
務
局
と
し
て
の
私
の
原
点
で
す
」。

組
合
事
業
の
柱
は
、
雨
天
時
に
新
聞

を
包
む
ビ
ニ
ー
ル
な
ど
の
消
耗
品
や
配

達
用
バ
イ
ク
、
反
射
ベ
ス
ト
や
反
射
材

付
き
シ
ュ
ー
ズ
な
ど
安
全
グ
ッ
ズ
の
共

サ
ー
ビ
ス
業
の
視
点
で

事
務
局
を
運
営

同
購
入
。
さ
ら
に
各
種
保
険
の
事
務
代

行
、
新
聞
代
金
口
座
振
替
に
関
す
る
共

同
計
算
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
集
金
シ
ス
テ
ム

の
構
築
と
多
彩
な
事
業
を
展
開
。
幅
広

く
販
売
店
の
業
務
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
。

三
年
前
、
こ
れ
ら
組
合
が
扱
う
商
品

や
サ
ー
ビ
ス
を
ま
と
め
た
五
〇
ペ
ー
ジ

に
及
ぶ
事
業
カ
タ
ロ
グ
を
作
成
し
配
布

し
た
と
こ
ろ
”一
冊
に
ま
と
ま
っ
て
便

利”

と
大
好
評
。
組
合
員
の
意
見
を
積

極
的
に
採
り
入
れ
、
毎
年
、
版
を
重
ね

る
こ
と
で
、
組
合
員
の
細
か
な
ニ
ー
ズ

に
応
え
る
。

「
冊
子
に
ま
と
め
る
こ
と
で
組
合
員

に
組
合
事
業
を
再
認
識
し
て
も
ら
え
れ

ば
、
と
企
画
し
ま
し
た
が
、
作
成
し
て

い
く
う
ち
に
、
改
め
て
組
合
活
動
の
幅

広
さ
に
気
づ
き
ま
し
た
」
と
組
合
に
対

す
る
新
た
な
”気
づ
き”

も
得
た
。

組
合
入
職
前
に
、
百
貨
店
勤
務
を

一
三
年
間
経
験
し
た
元
デ
パ
ー
ト
マ

ン
。
サ
ー
ビ
ス
業
の
視
点
か
ら
組
合
事

業
を
見
渡
す
こ
と
も
忘
れ
な
い
。　

「
活
字
離
れ
や
新
聞
を
読
ま
な
い
世

代
が
増
え
る
中
、
私
た
ち
販
売
店
に
で

き
る
こ
と
は
、
新
聞
と
と
も
に
安
心
や

サ
ー
ビ
ス
を
お
届
け
す
る
こ
と
。
朝
・

夕
一
日
二
回
宅
配
す
る
メ
リ
ッ
ト
を
活

か
し
、
新
た
な
サ
ー
ビ
ス
へ
の
取
り
組

み
も
事
務
局
と
し
て
研
究
し
た
い
」。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
動
画
サ
イ
ト
な

ど
で
六
〇
年
代
、
七
〇
年
代
の
ロ
ッ
ク

や
ポ
ッ
プ
ス
を
楽
し
む
。

「
一
〇
代
か
ら
聴
く
音
楽
は
変
っ
て
い
な

い
な
ぁ
」と
若
々
し
い
笑
顔
を
覗
か
せ
る
。

静岡県朝日新聞販売協同組合

飯塚三義事務局長
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─── 若年者の雇用支援策の展望 ───

若者の雇用を取り巻く環境は厳しい状況が続い
ている。今春卒業者の就職率は大学・高校生と
もに90％台前半と低下し、217万人（平成15年）
をピークに年々減少してきたフリーターも昨年
178万人と６年ぶりに増加、今後更に増加するこ
とが懸念されている。
県内では、今春高卒者の就職率は99.1％と前
年より0.8ポイント低下した。静岡労働局発表の
来春の高卒求人数は、特に県中部・西部地区で大
きく減少し、全県では4,806人と前年同期と比べ
て519人（▲9.7％）減少、求人倍率は0.70倍と
前年同期（0.73倍）と比べて0.03ポイント低下し、
昨年以上の厳しい状況が予想されている。

全国的な若年層の雇用状況の悪化を改善するた
め、９月10日に閣議決定された「経済対策」に
基づき、「新卒者雇用に関する緊急対策」が発表
された。
具体策として、「大卒・高卒就職ジョブサポー
ター」を倍増し、きめ細かな就職支援を行うとと
もに、「新卒応援ハローワーク」を設置し、臨床
心理士等による心理的サポートを含めた就職支援
を強化するとしている。
更に、「３年以内既卒者トライアル雇用奨励金」

（卒業後３年以内の既卒者を対象としたトライア
ル雇用を行う企業へ奨励金を支給（有期雇用期間：
月10万円／月、正規雇用移行後50万円）、「３年

以内既卒者（新卒扱い）採用拡大奨励金」（新卒
枠で卒業後３年以内の既卒者を対象とする新卒求
人を提出し、既卒者を正規雇用する企業に奨励金
を支給（100万円）支給）の創設を決定、企業の
採用意欲の喚起と雇用支援を促進する。

こうした対策が新卒採用の拡大に即効性をもっ
て確実に結びつくかは不透明である。
来春の採用計画が現時点でほぼ終了している企
業も多い。また、新卒枠を卒業後３年以内の既卒	
者に拡大しても、受入れる企業側の体制や意識の
部分で解消すべき問題が残る（厚生労働省の調査
では、過去１年間で既卒者の応募を新卒枠で受
けつけた事業所は25％）。そもそも、雇用創出に
は企業の活力を高める総合的な施策が不可欠で	
ある。
一方で、雇用の現状と前述の雇用対策は中小企
業にとって求める人材を確保する絶好の機会とい
える。「若い子は欲しいけれど、どうせうちみた
いな会社には来ない」といった経営者の声を耳に
することがあるが、施策を上手に活用しながら自
社の情報を積極的に発信し、顧客に自社製品・サー
ビスを売り込むように若者に向けて自社をアピー
ルし、人材の確保に繋げていただきたい。
今回の対策により、ジョブサポーターが大幅に
増員するが、単に数が増えるだけではなく、中小
企業の魅力を若者に伝える伝道師としての役割を
担っていただき、真のマッチングに繋げていただ
くことを期待したい。	 （長坂）

若年雇用の現状

若年雇用の展望と中小企業の対応とは？

「１に雇用、２に雇用、３に雇用」

22年10月号_本文.indd   16 10.9.23   1:48:20 PM
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浜
松
市
の
有
限
会
社
鈴
上
電
気
は
、
市
販
の
液
晶
テ
レ

ビ
に
接
続
す
る
だ
け
で
広
告
画
像
を
自
動
に
映
し
出
す
電

子
ポ
ス
タ
ー
装
置
『
で
ん
ポ
ス
く
ん
』
の
販
売
を
九
月
よ

り
開
始
し
た
。

　

独
自
の
画
像
処
理
技
術
に
よ
り
、
百
イ
ン
チ
の
大
画
面

で
も
鮮
明
な
画
像
を
映
す
の
が
特
徴
。
昨
年
、
経
営
革
新

事
業
の
認
定
を
受
け
、
安
価
で
オ
リ
ジ
ナ
ル
な
電
子
ポ
ス

タ
ー
装
置
の
商
品
化
を
実
現
さ
せ
た
。
小
売
希
望
価
格
は

装
置
と
液
晶
モ
ニ
タ
ー
、
専
用
ス
タ
ン
ド
の
セ
ッ
ト
で

二
五
万
円
、
装
置
の
み
で
一
五
万
円
を
予
定
す
る
。
今
な

ら
お
試
し
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
中
。

　

発
案
か
ら
商
品
化
ま
で
三
年
近
く
を
費
や
し
た
。

　

ヒ
ン
ト
に
な
っ
た
の
は
「
飲
食
店
の
黒
板
に
書
か
れ
た

メ
ニ
ュ
ー
を
見
た
と
き
、
料
理
の
写
真
や
説
明
が
入
れ

ば
よ
り
お
客
様
の
目
を
引
く
の
で
は
」（
鈴
木
重
松
社
長
）

が
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
従
い
切
り
替
わ
る
。
加
え
て
、
Ｂ
Ｇ
Ｍ

を
流
し
た
り
商
品
説
明
を
音
声
で
紹
介
し
た
り
で
き
る
の

で
、
訴
求
力
は
飛
躍
的
に
高
ま
る
。

　

ま
た
、
大
画
面
テ
レ
ビ
で
の
再
生
に
よ
り
画
像
が
荒
く

な
る
不
安
要
素
は
、
独
自
の
処
理
技
術
を
施
し
た
こ
と
で

解
消
し
た
。

⃝
業
種
問
わ
ず
用
途
は
多
様

　

用
途
は
多
様
。
レ
ス
ト
ラ
ン･

飲
食
店
の
メ
ニ
ュ
ー
や

美
容
院
の
ヘ
ア
ー
ス
タ
イ
ル
の
案
内
、
不
動
産
業
の
物
件

表
示
、
病
院
の
診
療
案
内
な
ど
ビ
ジ
ュ
ア
ル
広
告
の
媒
体

と
し
て
引
き
合
い
が
あ
る
ほ
か
、
団
体
や
公
共
施
設
等
の

セ
ミ
ナ
ー
、
イ
ベ
ン
ト
の
案
内
な
ど
様
々
な
使
い
道
が
想

定
さ
れ
る
。

　

同
製
品
は
昨
年
度
、
静
岡
県
よ
り
経
営
革
新
の
認
定
を

受
け
た
も
の
で
、
初
年
度
は
五
○
台
の
販
売
を
目
標
に
展

示
会
の
出
展
や
団
体
・
企
業
訪
問
で
Ｐ
Ｒ
を
行
う
。

　

鈴
木
社
長
は
「
モ
ノ
や
サ
ー
ビ
ス
が
売
り
に
く
い
時
代

だ
か
ら
こ
そ
差
別
化
や
商
品
の
自
己
主
張
が
必
要
。

　

訴
求
効
果
が
断
然
高
い
し
、
夜
間
で
も
ウ
イ
ン
ド

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
な
ど
ネ
オ
ン
と
し
て
も
使
え
る
。
ご
要
望

が
あ
れ
ば
、
液
晶
広
告
の
作
成
業
務
に
も
注
力
し
た
い
」

と
意
欲
を
み
せ
る
。

と
い
う
直
感
だ
っ
た
。

　

従
来
、
電
子
ポ
ス
タ
ー
は
価
格
が
高
価
な
う
え
広
告
の

作
成
に
一
定
の
専
門
性
を
要
す
る
た
め
、
広
く
普
及
す
る

に
は
相
当
な
時
間
が
か
か
る
と
見
ら
れ
て
い
た
。

　

こ
の
た
め
、
今
回
の
商
品
化
に
際
し
て
は
ロ
ー
コ
ス
ト

と
手
軽
さ
を
追
求
し
た
。
例
え
ば
画
面
は
、
市
販
の
液
晶

テ
レ
ビ
を
転
用
す
る
こ
と
で
開
発
費
を
抑
え
る
と
共
に
Ｔ

Ｖ
視
聴
も
可
能
と
し
た
。
ま
た
、
広
告
づ
く
り
に
つ
い
て

は
、
パ
ソ
コ
ン
の
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
を
使
う
こ
と
に
よ
り

初
心
者
の
作
成
を
容
易
に
し
た
。

⃝
簡
単
操
作
で
ス
ラ
イ
ド
シ
ョ
ー

  

『
で
ん
ポ
ス
く
ん
』
の
操
作
は
簡
単
だ
。
パ
ソ
コ
ン
で
作

成
し
た
画
像
や
動
画
を
Ｕ
Ｓ
Ｂ
メ
モ
リ
ー
に
保
存
し
、
本

体
に
挿
入
す
る
だ
け
。
開
始
と
終
了
時
間
を
設
定
す
れ
ば

あ
と
は
ス
ラ
イ
ド
シ
ョ
ー
形
式
で
自
動
的
に
画
像
や
動
画

革新 
企業 

画
像
や
動
画
で
テ
レ
ビ
画
面
を
自
動
切
換
え

電
子
ポ
ス
タ
ー「
で
ん
ポ
ス
く
ん
」発
売
開
始

有
限
会
社
鈴
上
電
気
（
浜
松
市
）

◇有限会社鈴上電気
浜松馬郡工業団地（協）組合員
浜松市西区馬郡町3762―58
Tel　053―448―4826

▲装置の説明をする鈴木重松社長

▲経営革新の認定を受けた「でんポスくん」

t�

▼
画
面
は
自
動
的
に
切
り
替
わ
る
。
用
途
は
多
様
だ
。
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「
平
成
二
二
年
度  

中
小
企
業
者
に

関
す
る
国
等
の
契
約
の
方
針
」
の

ポ
イ
ン
ト

「
国
等
の
契
約
の
方
針
」
は
、
中
小
企
業
者
の
受

注
の
機
会
の
増
大
を
図
る
た
め
、
官
公
需
法
（「
官

公
需
に
つ
い
て
の
中
小
企
業
者
の
受
注
の
確
保
に
関

す
る
法
律
」（
昭
和
四
一
年
法
律
第
九
七
号
））
に
基

づ
き
、
毎
年
度
閣
議
決
定
し
て
い
る
も
の
。

平
成
二
二
年
度
の
ポ
イ
ン
ト
は
以
下
の
と
お
り
。

１
． 中
小
企
業
者
の
受
注
機
会
の
増
大
の

た
め
の
主
な
措
置

行
政
経
費
節
減
の
た
め
、
競
争
契
約
や
一
括
発
注

の
要
請
が
強
ま
っ
て
お
り
、
中
小
企
業
者
の
受
注
環

境
は
一
層
厳
し
い
中
、
中
小
企
業
の 

受
注
機
会
の

増
大
を
図
る
た
め
有
益
な
既
存
の
取
組
（
分
離
・
分

割
発
注
の
推
進
、
同
一
資
格
等
級
区
分
内
で
の
競
争
、

官
公
需
適
格
組
合
の
活
用
等
）
を
引
き
続
き
進
め
る

と
と
も
に
、
以
下
の
措
置
を
講
じ
る
。

（
１
）中
小
企
業
者
の
自
助
努
力
へ
の
支
援
強
化

中
小
企
業
者
の
官
公
需
に
関
す
る
個
別
の
相
談
に

対
応
す
る
体
制
を
作
る
と
と
も
に
、
官
公
需
情
報

ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
の
利
用
を
広
め
る
。

① 

国
の
発
注
機
関
ご
と
に
「
官
公
需
相
談
窓
口
」
を

設
置

② 

官
公
需
の
仕
事
探
し
の
相
談
に
応
じ
る
「
官
公
需

総
合
相
談
セ
ン
タ
ー
」
を
全
国
に
設
置

③ 

中
小
企
業
支
援
機
関
で
の
支
援
ツ
ー
ル
と
し
て
、

官
公
需
情
報
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
の
利
用
を
促
進

［ トピックス ］

静
岡
県
中
央
会
で
は
、
八
月
二
三
日
「
官
公
需
総

合
相
談
セ
ン
タ
ー
」
を
静
岡
事
務
所
（
担
当
：
連
携

支
援
課
）
内
に
開
設
し
た
。

こ
れ
は
、
六
月
一
八
日
に
閣
議
決
定
さ
れ
た
「
平

成
二
二
年
度
中
小
企
業
者
に
関
す
る
国
等
の
契
約
の

方
針
」
に
基
づ
き
、
官
公
需
に
関
す
る
仕
事
探
し
を

す
る
中
小
企
業
者
を
支
援
す
る
た
め
、
全
国
中
央
会

及
び
都
道
府
県
中
央
会
が
設
置
し
た
も
の
で
、
主
な

業
務
内
容
は
次
の
と
お
り
。

（
１
） 「
官
公
需
情
報
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
」（
※
）
を

活
用
し
た
以
下
の
情
報
の
提
供

①
発
注
情
報
②
発
注
計
画
情
報
③
落
札
情
報
④
入
札

情
報
制
度
情
報
及
び
競
争
参
加
資
格
申
請
受
付
情
報

⑤
官
公
需
の
受
注
環
境
に
関
す
る
情
報
⑥
官
公
需
適

格
組
合
制
度
を
始
め
と
し
た
官
公
需
施
策
に
関
す
る

情
報
⑦
そ
の
他
、
中
小
企
業
者
の
官
公
需
の
受
注
機

会
の
増
大
に
関
す
る
情
報

（
２
） 「
官
公
需
適
格
組
合
制
度
」
の
概
要
や
取
得

申
請
・
更
新
等
に
関
す
る
助
言
等

（
３
） 中
小
企
業
者
等
か
ら
の
官
公
需
情
報
に
関
す

る
問
合
せ
の
対
応

（
※
）「
官
公
需
情
報
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
」
は
、
国
・
独

立
行
政
法
人
、地
方
公
共
団
体
等
が
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
上
に
掲
載
し
て
い
る
入
札
情
報
を
検
索
す
る

サ
イ
ト
で
、
平
成
二
一
年
一
〇
月
一
日
か
ら
運

用
。
特
に
、
入
札
に
関
す
る
情
報
は
、
発
注
機

関
が
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
に
情
報
を
公
開
し
て

か
ら
一
日
程
度
経
過
後
に
本
サ
イ
ト
の
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
に
登
録
さ
れ
る
。
相
談
セ
ン
タ
ー
と
と

も
に
是
非
、
ご
活
用
い
た
だ
き
た
い
。

http://kankouju.jp/

「官公需総合
　　相談センター」を開設
静岡県中央会では、官公需に関連する情報の収集・提供等を行うための「官公需総合相談センター」

を設置した。トピックスでは、その概要と国が進める中小企業者の受注機会増大のための措置、そして、
官公需適格組合についてご紹介する。
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（
２
）ダ
ン
ピ
ン
グ
防
止
対
策
の
充
実

人
件
費
割
合
の
高
い
役
務
契
約
に
お
い
て
、
予
定

価
格
を
大
幅
に
下
回
る
入
札
が
散
見
さ
れ
、
支
払
賃

金
の
削
減
や
下
請
企
業
へ
の
し
わ
寄
せ
、
作
業
品
質

の
低
下
等
が
懸
念
さ
れ
る
。

こ
の
た
め
、
過
度
の
低
価
格
入
札
に
対
す
る
ダ
ン

ピ
ン
グ
防
止
対
策
の
充
実
を
図
る
た
め
、
低
入
札
価

格
調
査
制
度
の
適
切
な
活
用
を
図
る
。

① 

低
入
札
価
格
調
査
に
お
い
て
、
入
札
価
格
内
訳
書

の
徴
収
を
徹
底

② 

落
札
者
名
の
公
表
を
徹
底
し
、
公
正
取
引
委
員
会
、

労
働
基
準
監
督
署
な
ど
の
規
制
当
局
に
よ
る
監
視

に
繋
げ
る

（
３
）特
殊
会
社
に
対
す
る
努
力
要
請

官
公
需
法
に
努
力
義
務
が
定
め
ら
れ
て
い
る
地
方

公
共
団
体
に
加
え
て
、
民
営
化
に
よ
り
官
公
需
法
の

対
象
外
と
な
っ
た
特
殊
会
社
に
対
し
、
国
の
取
組
に

準
じ
た
努
力
を
所
管
大
臣
か
ら
要
請
す
る
。

２
．
中
小
企
業
者
向
け
契
約
目
標

平
成
二
二
年
度
に
お
け
る
国
等
の
中
小
企
業
者
向

け
契
約
目
標
金
額
…
約
三
兆
八
六
五
五
億
円
（
官
公

需
総
予
算
額
に
占
め
る
割
合
…
五
六
．二
％
）

官
公
需
適
格
組
合
と
は

中
小
企
業
組
合
の
中
で
、
特
に
官
公
需
の
受
注
に

対
し
意
欲
的
で
、
受
注
し
た
案
件
を
十
分
に
責
任
を

も
っ
て
履
行
で
き
る
経
営
基
盤
が
整
備
さ
れ
て
い
る

こ
と
を
、
国
（
経
済
産
業
局
）
が
証
明
す
る
の
が
官

公
需
適
格
組
合
制
度
で
あ
る
。

T O IP C S

行
政
機
関
が
「
仕
事
を
任
せ
て
も
信
頼
で
き
る
組

合
」
と
、
い
わ
ば
”お
墨
付
き”

を
与
え
る
わ
け
な
の

で
、こ
の
証
明
を
取
得
す
る
に
は
、一
定
の
条
件
が
あ
る
。

例
え
ば
、
物
品
・
役
務
関
係
組
合
に
は
「
常
勤
役

職
員
が
二
名
以
上
い
る
こ
と
」「
共
同
受
注
委
員
会

が
設
置
さ
れ
、
適
正
な
運
営
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
」

「
役
員
と
共
同
受
注
し
た
案
件
を
実
施
し
た
組
合
員

が
連
帯
責
任
を
負
う
こ
と
」
な
ど
七
つ
の
証
明
基
準

が
設
け
ら
れ
て
い
る
。

工
事
関
係
組
合
の
証
明
に
は
、
こ
れ
ら
に
加
え
、

「
共
同
受
注
事
業
を
一
年
以
上
行
っ
て
お
り
、
相
当

程
度
の
受
注
実
績
が
あ
る
こ
と
」「
総
合
的
な
企
画
・

調
整
を
行
う
企
画
・
調
整
委
員
会
が
現
場
ご
と
に
設

置
さ
れ
、
工
事
全
体
が
契
約
通
り
施
工
さ
れ
る
体

制
が
あ
る
こ
と
」「
工
事
一
件
の
請
負
代
金
の
額
が

一
五
〇
〇
万
円
（
電
気
、
管
工
事
等
は
五
〇
〇
万
円
）

以
上
の
物
件
を
受
注
し
よ
う
と
す
る
組
合
は
、
常
勤

役
員
が
一
名
以
上
、
常
勤
職
員
が
二
名
以
上
お
り
、

う
ち
二
名
は
受
注
し
よ
う
と
す
る
工
事
の
技
術
者
で

あ
る
こ
と
」
が
加
わ
る
。

こ
う
し
た
厳
し
い
基
準
を
ク
リ
ア
し
、
証
明
を
取

得
し
た
組
合
は
、
全
国
で
八
二
六
（
平
成
二
一
年

一
二
月
現
在
）
に
上
る
。
県
内
で
も
五
三
組
合
（
工

事
関
係
三
二
、
物
品
・
役
務
関
係
二
一
）
が
取
得
し
、

積
極
的
な
受
注
活
動
を
展
開
し
て
い
る
。

「
官
公
需
適
格
組
合
証
明
」
は
、
行
政
か
ら
の
受
注

に
際
し
て
信
用
力
を
補
完
す
る
手
段
の
ひ
と
つ
で
あ

る
。
し
か
し
そ
れ
以
上
に
、
こ
の
証
明
を
取
得
す
る
た

め
に
必
要
な
、
受
注
に
関
す
る
委
員
会
や
規
約
と
い
っ

た
体
制
整
備
が
、
官
公
需
だ
け
で
な
く
民
間
と
の
取
引

で
も
大
き
な
効
果
を
発
揮
す
る
こ
と
も
見
逃
せ
な
い
。

証明申請組合

●設立後１年を経過した組合
●大企業のダミー事業者が構成員の
　一定割合以上の組合は対象外

●事業協同組合・小組合・連合会
●商工組合・連合会
●商店街振興組合・連合会
●企業組合
●協業組合

都道府県中央会

事実確認のための
実地調査

経済産業局

●必要に応じ関係省庁の
　意見聴取
●報告を求める
●必要な立入り検査
●質問

中小企業庁

経済産業省広報に掲載し公表

（含沖縄総合事務局）

〈可否判断〉 官公需適格組合
審査諮問委員会

官公需適格組合証明申請書

「工事」の証明

①「工事」は証明を希望する日の50日前
　「物品納入等」は証明を希望する日の30日前

④「工事」は証明を希望する日の30日前
　「物品納入等」は証明を希望する日の20日前

⑤「物品納入等」適格証明書の交付（有効期間3年）
⑥「工事」は適格証明書の交付（有効期間2年）

②記載事項確認申請書の返還
　＜記載事項が真正であることの確認＞

⑦変更及び中間資料
　（経済産業局への提出と同じもの）

○変更等の提出

○中間資料の提出（1年経過時） 決算関係書類、収支予算書、事業計画書

○証明の取消し（有効期間内でも、証明基準に適合しなくなったとき）

③報告書

証明基準により審査
　　  諮問⑤-1

意見

⑤-2

○証明・取消し状況　四半期毎に報告

官公需適格組合の
証明フロー
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③除外率設定業種の除外率がそれぞれ10％ポイン
ト引き下げられることになりました。

平成21年4月1日から次の④及び⑤が施行されています
④企業グループ及び事業協同組合等に関する雇用
率算定の特例が創設されました。
○一定の要件を満たす企業グループとして厚生労働
大臣の認定を受けたものについては、企業グルー
プ全体で納付金の申告等を行うことになりました。
○中小企業が事業協同組合等を活用して共同事業を
行い、一定の要件を満たすものとして厚生労働大
臣の認定を受けたものについては、事業協同組合
等（特定組合等）とその組合員のうち特定事業主を
合わせて納付金の申告等を行うことになりました。
→�事業協同組合等とは、次に掲げる組合をさします
・�事業協同組合、水産加工業協同組合、商工
組合、商店街振興組合

→�厚生労働大臣の認定の申請については、ハ
ローワークで受付けています。

⑤親会社、特例子会社、関係子会社、事業協同組
合等、特定事業主等が、調整金等を分割して受
給できることになりました。
○分割して受給できる事業主は、雇用率算定の特
例について厚生労働大臣の認定を受けた場合に
限られます。
○分割支給先は、₁支給決定につき10社以内です。
○個々の分割支給額の千円未満の端数は、500円
となります。
☆分割支給の例

■お問合せ先
○（独）高齢・障害者雇用支援機構
　静岡高齢・障害者雇用支援センター（静岡地方分室）
〒420-0851�静岡市葵区黒金町59-₆�大同生命静岡ビル₇階
TEL：054-205-3307　FAX：054-205-3308
○静岡県労働局��職業安定部職業対策課
TEL：054-271-9970

中小企業における障害者雇用の促進及び短時間
労働に対する障害者のニーズへの対応などをねら
いとして、「障害者の雇用の促進等に関する法律」の
一部を改正する法律（平成20年法律第96号）が成立
し、平成21年₄月から段階的に施行されています。
これに伴い、「障害者雇用納付金制度」の一部が
次のように変わります。
平成22年７月１日から次の①から③までが施行されています
この改正に係る納付金申告・調整金申請は、年度途中で
事業を廃止した場合等を除き、平成23年度（対象期間：
平成22年７月から平成23年３月まで）から開始されます。
①新たに、常用雇用労働者数200人を超え300人
以下のすべての中小企業に障害者雇用納付金の
申告を行っていただくこととなりました。

○雇用障害者数が法定雇用率（1.8％）を
・�超えている→調整金の支給〔₂万₇千円（₁
人月額）〕
・下回っている→納付金の納付→
☆�制度の適用から₅年間は、納付金の減額特
例が適用されます。

○常用雇用労働者が200人を超え300人以下の事業主
平成22年₇月から平成27年₆月まで
納付の額＝（法定雇用障害者数−雇用障害者数）
×₄万円（₁人月額）
※�常用雇用労働者301人以上事業主の納付金の
額は₅万円（₁人月額）
☆�平成27年₄月₁日からは、101人以上の事業
主に納付金制度の適用が拡大されます。

②週20時間以上30時間未満の短時間労働者を労
働者等に加えて納付金の申告等を行っていただ
くこととなりました。（労働者の数及び雇用障
害者数ともに算入）

○実雇用障害者数をカウントする場合
→�重度以外の身体障害者又は知的障害者である
短時間労働者は、0.5カウント

○算定の基礎となる常用雇用労働者の総数をカウ
ントする場合
→短時間労働者は0.5カウント
○雇用障害者数のカウントの方法は次のとおり。

事業主の皆さまへ
「障害者雇用納付金制度」の一部改正のお知らせ

30時間以上 20時間以上30時間未満
1 0.5

重　度 2 1
1 0.5精神障害者

身体・知的障害者
週所定労働時間

（支給額）
親事業主

親事業主申請額 特例子会社
600万円 関係会社

関係会社
関係会社

100万円
300万円
100万円
50万円
50万円
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■「しずおか葵プレミアム」とは
　静岡市が生み出した優れた素材や技術などを
発掘して静岡市ブランド「しずおか葵プレミア
ム」として認証し、国内はもとより広く世界に向け
て発信することにより、静岡市を積極的にPRする
シティプロモーションを推し進めます。そして、よ
り一層厳しさを増す地域間競争の中で、静岡市の
地域イメージを高め、地域産業の振興を図りなが
ら、より豊かな静岡市づくりを進めてまいります。
■募集期間：平成22年10月29日（金）17時必着
■申請資格
①静岡市内に居住する個人事業者
②�静岡市内に主たる事業所（本社又は開発機能を
有する工場に限る。）を保有する法人又は団体
③�平成22年12月₂日又は₃日に開催予定の審査会
において、プレゼンテーションを行うことがで
きる個人事業者、法人又は団体（①又は②の要件
を満たす者に限る。）
■申請対象
地域性、技術性、独自性、信頼性、特産性、稀少性
など、静岡市ならではの魅力ある商品又は製品

■申請方法・申請書：下記URLをご覧ください
http://www.city.shizuoka.jp/deps/tiikisangyo/
brand_index.html

■審査・発表（予定）
審査：平成22年12月₂日又は₃日
発表：平成23年₃月

■認証品の扱い及び特典
①�認証にあたっては、認証式、発表会の席上で顕
彰を行う予定です。

②�認証品については、静岡市ブランド認証書を交
付するとともに、広く市内外に周知するため、
マスコミ等へ積極的な情報提供を行い、静岡市
広報紙・HPへの掲載、静岡市が作成するパン
フレットへの掲載など、各種媒体や機会を通じ
て広くPRをします。

③�静岡市内外における静岡市が関係するイベント
等への出展に関し、優先的に案内します。

④認証品へのロゴマークの表示使用を承認します。

■申請・お問合せ先
静岡市経済局商工部地域産業課　地場産業担当
〒422-8006��静岡市駿河区曲金₃丁目₁番10号

ツインメッセ静岡内
TEL：054-281-2100　FAX：054-284-3987
E-mail：chiiki@city.shizuoka.lg.jp

静岡の産業を活性化させる
チャレンジ精神あふれるビジネスを応援します！
■応募資格
・一般部門
創業準備中の方、新たな事業（社内ベンチャー含
む）立ち上げを検討している方
・学生部門
将来静岡の産業活性化に貢献したいと考えている学生
■スケジュール

■応募方法
①公式HPから申込書をダウンロード
http://www.shizuoka-bizcon.com
またはSOHOしずおか、B-nestにて申込書を入手

②必要事項を記入し、E-mailか郵送でお送りください。
E-mail：2010@shizuoka-bizcon.com
郵送先：B-nest静岡市産学交流センター
〒420-0857�静岡市葵区御幸町₃-21�ぺガサート₆階
■表　彰

■受賞者特典（詳細はHPをご覧下さい）
①著名な起業家とランチミーティングに参加できます。
②事業化に向けた各種サポートが受けられます。
③SOHOしずおかのサポートスペースで起業準備
が出来ます。
■お問合せ
SOHOしずおか：054-653-8800
B-nest静岡市産学交流センター：054-275-1655

平成22年度
しずおか葵プレミアム大募集

第9回SOHOしずおかビジネスプランコンテスト
今こそ燃えろ！しずおか魂
ビジネスプラン募集中！

応募締切 書類審査 プレゼン審査 最終審査会
2011年
₂月22日（火）
13：00

2010年
12月₃日（金）
　　　～₄日（土）

2010年
11月上旬

2010年
10月29日（金）

一般部門 学生部門
最 優 秀 賞 20万円（1名） 5万円（1名）
優 � 秀 � 賞 5万円（1名） 2万円（1名）
奨 � 励 � 賞 1万円（3名） 1万円（1名）

静岡新聞社アットエス賞 5万円（1名） 5万円（1名）
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地域との共生、
人の和づくりを目指して４０年

く み あ い 百 景

な
か
大
変
だ
が
、
や
め
る
に
や
め
ら
れ

な
い
ん
だ
よ
！
」。

杉
山
清
理
事
長
は
、
そ
う
言
い
な
が

ら
も
満
足
そ
う
な
笑
顔
で
一
杯
だ
。

当
団
地
の
計
画
が
持
ち
上
が
っ
た
の

が
、
昭
和
四
六
年
。
創
立
四
〇
周
年
を

間
近
に
控
え
、
組
合
活
動
は
ま
す
ま
す

充
実
、
活
気
が
あ
ふ
れ
て
い
る
。

「
天
の
時
は
、
地
の
利
に
如
か
ず
。
地

の
利
は
、
人
の
和
に
如
か
ず
︱
つ
ま
り

は
、
人
の
和
に
勝
る
も
の
は
な
い
と
、

い
つ
も
心
に
念
じ
、
組
合
運
営
に
取

り
組
ん
で
き
た
。
四
〇
年
間
、
大
過
な

く
過
ご
せ
た
の
も
、
組
合
員
同
士
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
う
ま
く
と
れ
て

い
る
こ
と
に
尽
き
る
と
思
う
」。

オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
や
バ
ブ
ル
経
済
の

富
士
市
と
沼
津
市
の
境
に
広
が
る
浮

島
地
区
。
か
つ
て
は
、
”浮
島
沼”

と
呼

ば
れ
る
湿
地
帯
だ
っ
た
こ
の
地
も
、
土

地
改
良
が
進
み
、
一
般
住
宅
や
工
場
が

立
ち
並
ぶ
発
展
著
し
い
地
域
と
し
て
変

貌
を
遂
げ
て
い
る
。

そ
の
浮
島
地
区
で
す
っ
か
り
恒
例
と

な
っ
た
”浮
島
工
業
団
地
納
涼
祭”

が

今
年
も
八
月
七
日
、
盛
大
に
開
催
さ
れ

た
。
組
合
員
手
作
り
の
模
擬
店
が
所
狭

し
と
並
び
、
地
元
の
小
学
生
ら
に
よ
る

和
太
鼓
が
盛
り
上
げ
る
。
豪
華
景
品
が

当
た
る
福
引
抽
選
会
に
、
飛
び
入
り
歓

迎
の
カ
ラ
オ
ケ
大
会
で
は
、
中
央
会

の
職
員
も
自
慢
の
の
ど
を
披
露
す
る
。

フ
ィ
ナ
ー
レ
は
、
本
格
的
な
打
上
げ
花

火
。
七
千
人
を
超
え
る
来
場
者
は
、
連

日
の
猛
暑
を
吹
き
飛
ば
す
盛
り
上
が
り

を
見
せ
た
。

こ
の
組
合
主
催
の
納
涼
祭
も
、
今
年

で
一
八
回
を
数
え
、
当
地
域
の
夏
の
風

物
詩
と
し
て
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い

行
事
と
な
っ
て
い
る
。

「
創
立
二
〇
周
年
を
機
に
ス
タ
ー
ト
し

た
納
涼
祭
も
、
今
で
は
組
合
員
の
従
業

員
だ
け
で
な
く
、
地
域
住
民
も
数
多
く

参
加
し
て
い
た
だ
き
、
ま
さ
に
地
域
一

体
と
な
っ
た
イ
ベ
ン
ト
に
な
っ
た
。
組

合
の
持
ち
出
し
も
多
く
、
運
営
も
な
か

崩
壊
…
組
合
の
長
い
歴
史
の
中
で
は
、

多
く
の
苦
難
が
あ
っ
た
は
ず
だ
が
、
杉

山
理
事
長
は
そ
の
苦
労
を
お
く
び
に
も

だ
さ
な
い
。

国
の
制
度
融
資
で
あ
る
高
度
化
資
金

も
、
平
成
二
年
に
完
済
。
共
同
受
電
事

業
、
上
下
水
道
事
業
、
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ

ン
ド
の
運
営
等
、
共
同
事
業
は
ど
れ
も

順
調
に
推
移
し
、
現
在
で
は
組
合
員
か

ら
の
賦
課
金
は
ゼ
ロ
。
他
の
組
合
を
視

察
に
行
っ
て
も
、
逆
に
羨
ま
し
が
ら
れ

る
と
い
う
の
も
頷
け
る
。

現
在
、
組
合
が
最
も
力
を
入
れ
て
い

る
の
が
、「
安
心
・
安
全
な
工
業
団
地

づ
く
り
」
で
あ
る
。
Ｂ
Ｃ
Ｐ
（
事
業
継

続
計
画
）
と
い
う
言
葉
も
一
般
に
だ
い

ぶ
浸
透
し
て
き
た
が
、
組
合
で
は
他
に

先
ん
じ
て
、
地
震
防
災
を
は
じ
め
緊
急

時
の
危
機
管
理
シ
ス
テ
ム
の
構
築
に
積

極
的
に
取
り
組
ん
で
き
た
。

防
災
本
部
を
中
心
に
、
情
報
・
設
営
・

消
火
・
救
護
・
避
難
誘
導
の
五
班
を
組

織
。
企
業
の
垣
根
を
超
え
人
身
の
安
全

確
保
、
二
次
災
害
の
防
止
、
速
や
か
な

事
業
の
復
旧
を
目
指
す
構
え
だ
。

「
従
業
員
が
安
心
し
て
働
け
れ
ば
、
家

族
も
喜
び
、
会
社
も
安
定
す
る
。
会
社

が
安
定
す
れ
ば
、
組
合
も
良
く
な
る
。

遠
く
の
親
戚
よ
り
も
、
近
く
の
他
人
と

言
う
が
、
防
災
は
ま
さ
に
人
の
”和”

が
あ
っ
て
こ
そ
」。

「
元
気
で
す
！
浮
島
工
業
団
地
」

従
業
員
の
安
心
＝
組
合
の
安
定

住　所	 〒417-0826
　　　　富士市中里字水門前2626番地22
理事長	 杉山	清
組合員	 29人
設　立	 昭和47年10月30日
T E L 	 0545-32-2131
F A X 	 0545-32-2199
U R L 	 http://www.wbs.ne.jp/bt/ukishima/

▲今年の納涼祭のテーマは「元気です！浮島工業団地」。
雨で中止となった昨年は、惜しむ声がひっきりなしに
寄せられた

富士市浮島工業団地協同組合
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組
合
の
創
成
期
か
ら
苦
労
を
共
に
し

た
組
合
員
の
世
代
交
代
が
進
む
中
、
青

年
部
を
中
心
と
し
た
若
手
後
継
者
や
従

業
員
に
対
す
る
期
待
も
大
き
い
。

「
納
涼
祭
を
始
め
た
頃
、
小
学
生
だ
っ

た
子
供
た
ち
が
、
今
で
は
親
に
な
り
祭

り
に
参
加
し
て
く
れ
る
。
納
涼
祭
が
い

つ
ま
で
も
夏
休
み
の
良
い
思
い
出
に
な

る
よ
う
、
こ
れ
か
ら
も
企
業
や
組
合
を

支
え
る
者
達
が
頑
張
っ
て
ほ
し
い
」。

納
涼
祭
の
売
上
の
一
部
を
は
じ
め
、

今
ま
で
の
富
士
市
へ
の
寄
付
総
額
は

四
五
〇
万
円
を
超
え
た
。
地
域
と
の
共

生
、
組
合
員
同
士
の
和
は
一
朝
一
夕
で

成
し
遂
げ
ら
れ
る
も
の
で
は
な
い
。

「
商
工
中
金
さ
ん
の
財
政
的
な
支
援

と
、
中
央
会
の
運
営
指
導
が
あ
っ
て
こ

そ
の
四
〇
年
だ
よ
」。

最
後
ま
で
、
周
り
と
の
和
を
大
切
に

す
る
温
か
い
理
事
長
の
言
葉
に
恐
縮
し

つ
つ
、
こ
の
上
な
い
喜
び
を
感
じ
た
。

浮
島
に　

明
月
の
ぞ
む　

影
二
つ

杉
山
理
事
長
と
二
人
三
脚
で
組
合
を

支
え
て
き
た
渡
井
篤
専
務
理
事
は
、
組

織
防
災
の
意
義
に
つ
い
て
こ
う
語
る
。

定
期
的
に
実
施
す
る
防
災
訓
練
で

は
、
理
事
長
自
ら
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
か
ぶ

り
陣
頭
指
揮
を
執
る
。
団
地
内
、
千
を

超
え
る
人
命
を
預
か
る
責
任
者
と
し
て
、

訓
練
を
見
守
る
目
は
真
剣
そ
の
も
の
だ
。

世
界
的
な
不
況
に
よ
り
、
国
内
経
済

が
閉
塞
感
に
覆
わ
れ
て
い
る
現
在
、
組

合
が
目
指
す
次
な
る
ス
テ
ー
ジ
は
ど
こ

だ
ろ
う
か
。

「
円
高
如
何
に
拘
わ
ら
ず
、
製
造
業
を

中
心
に
海
外
へ
の
シ
フ
ト
は
一
層
加
速

す
る
だ
ろ
う
。
国
内
に
産
業
を
留
め
る

に
は
、
他
に
対
抗
で
き
る
”力”

を
身

に
つ
け
る
こ
と
。
色
々
な
意
味
で
の
コ

ス
ト
ダ
ウ
ン
、
創
意
工
夫
が
必
要
だ
。

そ
の
舵
取
り
役
と
し
て
組
合
の
存
在
価

値
が
、さ
ら
に
問
わ
れ
て
く
る
だ
ろ
う
」。

組合活性化情報

“共存、そして共創”“共存、そして共創”
第56回　中小企業団体静岡県大会

開  催  日

会　    場

参  加  費

プログラム

平成22年11月9日（火）
13時30分開会

清水テルサ1階「テルサホール」

3,000円（資料代等を含みます）
●中央会創立55周年記念表彰式典
　 静岡県の産業振興に尽くされた方々並びに組合の多大な功績を称えます。
　 静岡県知事表彰・褒賞、全国中小企業団体中央会会長表彰、静岡県中小企業団体中央会長表彰

●中小企業団体静岡県大会
 【基調講演】「組合の新たな役割と組合事業の展望」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 講師：明治大学政治経済学部　教授　森下 正 氏
 【中央会からの提言】

主　催：静岡県中小企業団体中央会
後　援：静岡県／静岡県市長会／静岡県町村会
協　賛：静岡県中小企業団体職員協会／静岡県中小企業組合士会／静岡県青年中央会／静岡県中小企業団体レディース中央会

会場案内図

静岡市清水区島崎町223番地　TEL. 054‒355‒3111

浮
島
団
地
の
納
涼
祭
、い
つ
ま
で
も
…

▲�防災訓練にて消火栓の確認作業。「表示板
を目立つ色で塗ろう」「錆をおとさない
と」…その場で真剣な議論が交わされる

▲�杉山理事長（中）と共に30有余年、組合を
支えてきた渡井篤専務（左）と事務員�菊池
三枝子さん（右）。創立記念に植えたソテ
ツも隆々と茂る
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読者プラザ

私が所属しております、東部青年中央会御殿場
支部は、部員すべてが建具屋です。
一昨年、その建具業界最大のイベント『全国建
具フェアー静岡大会』がグランシップで開催され
ました。御殿場支部のメンバーも本番に向かって、
一年以上前から準備をして参りました。
本番が近づくにしたがってイベントの形が徐々
に見えてくるのですが、それと比例して問題点も
次々と湧いてきます。そんな課題を一つずつクリ
アーし、当日を迎えました。
しかし予想外のトラブルが本番中にも起き、そ
の対応などで、イベントが終わった時は、みんな
ヘロヘロになりました。しかし、肉体的、精神的
疲れよりそのトラブルが起きないように準備でき
なかったことが、部員全員、今でも悔しく思って
います。
でもそんな体験も組織に入っているからこそ出
来たことで、改めて会員で良かったと思いました。

全国建具フェアー
　　静岡大会にて
静岡県東部青年中央会

副会長大胡田征宏
御殿場建具家具協同組合青年部 会長

●	発行人	／	静岡県中小企業団体中央会	〒420-0853	静岡市葵区追手町44-1	 TEL／054-254-1511　FAX／054-255-0673
	 	 	 東部事務所	 〒410-0881	沼津市八幡町7番1号	 TEL／055-963-4511　FAX／055-963-8307
	 	 	 西部事務所	 〒430-0929	浜松市中区中央1丁目17-19	TEL／053-453-2195　FAX／053-453-2198
●	中央会ホームページ	http://www.siz-sba.or.jp/	●E-mailアドレス	joho-kikaku@siz-sba.or.jp
皆様のご意見をお待ちしております。（TEL、FAX等でもお受け致します。）

中小企業静岡
10月号（通巻683号）

新設組合紹介

近年、旧車（製造終了となった車輛）をレストア（復
元）して楽しむ愛好家が増えている。
レストアには、部品集めや整備書、カタログなどの
資料収集をはじめ、構造や考証に至る専門知識が求
められるとともに、作業スペースも欠かせない。
こうした中、浜松市内のバフ研磨やメッキ加工、エ
ンジンリペア、板金塗装など自動車整備業者4社が
レストア業務を共同受注しようと立ち上げたのが当
組合である。組合では同市内に、鉄骨4階建ての共同
作業場（中古物件・延べ床面積約3600㎡）を取得。
レストア業務を受注した組合は、部品加工、鍍金・
溶接・塗装、ホール等の研磨や鍍金などを工程ごと
に組合員に配分。組合員が共同作業場を活用し作業
することで、旧車のレストアを一貫して行える態勢
を整えた。
組合では、納期の短縮化や管理の行き届いた質の

高い業務など、共同化によるメリットを前面に押し
出し、新規顧客の獲得を図っていく考えだ。

自動車整備のプロ4社が結束し、
旧車を甦らせる

“レストア”を共同受注
BBF協同組合
浜松市

川﨑修司理事長　

“消えた高齢者”問題で日本国中が騒然となった
今夏、企業信用調査会社が“長寿企業”（創業100年
以上）の実態調査の結果を発表した。
その数全国で2万2000余。最古の創業は寺社

仏閣建築の金剛組（大阪府）で西暦578年。さらに
西山温泉慶雲舘（山梨・同705年）、古まん（兵庫・
同717年）、善吾楼（石川・同718年）など、平城京
遷都前後に創業した旅館群も長寿を誇る。　
業種別では小売業が全体の28.3％を占めトッ

プ。清酒や菓子など“老舗”の冠が似合う企業を多
く含む製造業は24.5％を占めた。
県内で創業100年を超えるのは750社（全国8

位）。特集で採り上げたソーシャルビジネスを行う
事業所にも、旅館業のノウハウを活かし、新たなビ
ジネスに参入した創業115年の老舗が含まれる。
社会的課題に取り組む、旧くて新しいビジネス

＝ソーシャルビジネスを象徴しているかのようで
興味深い。	 （住川）
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